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一
か
ら
三
ま
で
増
補
改
訂
版
参
照

四

学
校
等
の
改
築
と
統
廃
合

1

幼
児
・
児
童
・
生
徒
数
の
変
遷

明
神
幼
椎
園

平
成
元
年
、
愛
媛
子
育
て
教
室
を
開
催

同
三
年
、
町
内
幼
児
教
育
夏
季
研
究
会
場

同
七
年
、
働
く
親
の
為
の
学
級
を
開
く
。
三
歳
児
保
育
を
開
催
す
る

同
八
年
、
町
内
幼
児
教
育
研
究
会
場
と
な
る

同
一
二
年
、
玄
関
ア
ー
チ
塗
装
す
る

同
一
三
年
、
玄
関
ホ
ー
ル
絨
毯
取
り
替
え

同
一
四
年
、
保
育
室
掃
き
出
し
窓
ガ
ラ
ス
修
理

同
一
五
年
、
親
子
遠
足

(
伊
予
市
、
し
お
さ
い
公
園
)
。
保
育
室
雨
桶
修
理

久
万
幼
稚
園

平
成
三
年
、
上
浮
穴
郡
幼
児
教
育
研
究
会
場

保育園・幼稚園沿革

明神幼稚園

年 度 
在籍 数 

教員 職数 

園 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 5 9 14 2 西田 友三 河野 修 

2年 14 9 23 2 ク ケ 

3年 16 9 25 2 宇都宮秀雄 ク 

4年 11 9 20 2 ク ク 

5年 11 10 21 2 宮内 正夫 ク 

6年 9 9 18 2 ク 〃 

7年 12 7 19 2 ク ク 

8年 9 4 13 2 矢野 肇 ク 

9年 8 6 14 2 ケ 〃 

10年 5 6 11 2 ク ケ 

11年 5 9 14 2 武智 省三 玉水 寿清 

12年 5 6 11 2 木下 散華 ク 

13年 5 6 11 2 ク ク 

14年 6 4 10 2 乃万 泰志 ク 

15年 8 4 12 2 ケ ク 

保育園・幼稚園沿革

久万幼椎園

年 度 
在 籍 数 

教員 職数 

園 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 55 50 105 7 高岡 猛 河野 修 

2年 42 42 84 7 森岡 春夫 〃 

3年 34 45 79 7 ク ク 

4年 47 48 95 7 ク ケ 

5年 57 52 109 7 猪上 達勇 〃 

6年 塊 48 102 7 ク ク 

7年 45 42 87 7 石丸 常 ク 

8年 36 32 68 7 〃 ク 

9年 40 40 80 7 〃 ク 

10年 40 31 71 8 松岡 廣 ク 

ll年 38 29 67 9 ク 玉水 寿清 

12年 33 33 66 9 竹内英一郎 ク 

13年 27 44 71 8 ク ク 

14年 29 51 80 8 竹内 重夫 ク 

15年 35 45 80 9 ク ク 
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同
年
四
月
、
わ
く
わ
く
発
表
会
を
上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
で
行
う

同
五
年
、
愛
媛
国
公
立
幼
稚
園
研
究
協
議
会
松
山
支
部
研
究
会
開
催
。
ミ
ニ
ロ
グ

ハ
ウ
ス
2
個
設
置
。
園
舎
外
壁
全
面
塗
装

同
七
年
、
小
学
校
運
動
場
側
フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事

同
八
年
、
コ
ピ
ー
機
購
入

同
九
年
、
服
装
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
の
見
直
し
を
検
討
す

る

同
一
〇
年
四
月
、
玄
関
屋
根
、
天
井
部
分
の
雨
漏
り
修
繕
、
塗
装
。
遊
戯
室
照
明

器
具
付
け
替
え
工
事
完
了

同
一
一
年
四
月
、
三
年
保
育
開
始
。
新
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
着
用
開
始
。
門
扉
三
箇

所
新
設
。
洋
式
便
器
、
温
水
シ
ャ
ワ
ー
設
置
、
絨
毯
全
面
張
替
え
。
駐
車
場
側
フ
ェ

ン
ス
付
け
替
え
。
ソ
フ
ト
積
木
購
入

同
二
一
年
七
月
、
久
万
町
幼
児
教
育
研
究
会
場
。
一
〇
月
、
地
域
別
同
和
教
育
究

協
議
会
就
学
前
部
会
場

同
一
五
年
、
親
子
料
理
教
室

(
年
長
組
)
。
園
庭
東
の
石
垣
を
改
修
す
る

(
一
六

年
三
月
)

畑
野
川
幼
稚
園

平
成
元
年
、
地
域
ふ
れ
あ
い
保
育
開
始

同
二
年
、
久
万
町
幼
児
教
育
研
究
会
場

同
六
年
、
右
に
同
じ

同
七
年
、
三
年
保
育
開
始

同
一
一
年
、
久
万
町
幼
児
教
育
研
究
会
場

同
一
五
年
、
久
万
町
防
災
訓
練
参
加
。
親
子
工
作
を
実
施

保育園・幼稚園沿革

畑野川幼稚園

年 度 
在 籍 数 

教員 職数 

園 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 7 11 18 2 相原 秋男 河野 修 

2年 8 6 14 2 竹井 史一 〃 

3年 ll 8 19 2 ク ク 

4年 9 13 22 2 ク ク 

5年 14 10 24 2 石丸 常 ク 

6年 16 6 22 2 米田 孝弘 ク 

7年 10 7 17 2 ク 〃 

8年 8 9 17 3 上本 昌幸 〃 

9年 8 10 18 3 ク ク 

10年 9 11 20 2 ケ ク 

11年 7 8 15 2 竹内 重夫 玉水 寿清 

12年 9 8 17 2 ク ク 

13年 9 10 19 2 ク ク 

14年 5 9 14 3 辻田 正明 ク 

15年 6 10 16 3 ク ク 

直
瀬
幼
碓
園

平
成
元
年
、
久
万
町
幼
児
教
育
研
究
会
場

同
二
年
、
幼
稚
園
舎
お
別
れ
会
実
施
、
園
舎
取
り
壊
し

同
三
年
四
月
二
六
日
、
新
園
舎
落
成
。
浪
速
設
計
事
務
所
、
熊
谷
組
施
行
、
設
計

監
理
一
六
二
万
円
、
本
体
工
事
費
、
六
八
七
六
万
円
、
備
品
一
五
一
万
五
千
円
、
そ

の
他
一
六
万
四
千
円
、
合
計
七
二
六
五
万
九
千
円

同
五
年
、
玄
関
・
玄
関
ホ
ー
ル
の
掲
示
板
新
設

同
七
年
、
三
年
保
育
実
施

同
八
年
、
園
庭
に
ブ
ラ
ン
コ
・
滑
り
台
・
ネ
ッ
ト
は
ん
と
う
棒
を
設
置



保育園・幼稚園沿革

直瀬幼椎圃

年 度 
在籍数 

教員 職数 

園 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 6 9 15 2 大野 順広 河野 修 

2年 7 9 16 2 ク ク 

3年 8 4 12 2 菅田 顕 ク 

4年 7 5 12 2 ク ク 

5年 5 6 11 2 ク ク 

6年 5 9 14 2 倉瀬 奨典 ケ 

7年 9 10 19 3 ク ク 

8年 10 7 17 2 ク ク 

9年 12 7 19 2 清田 和美 ク 

10年 9 9 18 2 ク ク 

11年 6 10 16 2 ク 玉水 寿清 

12年 3 9 12 2 森田 正子 ク 

13年 5 6 11 2 ク ク 

14年 6 6 12 2 ク ク 

15年 5 6 11 3 ク ク 

同
一
〇
年
、
父
二
峰
・
二
名
保
・
小
・
中
合
同
運
動
会
実
施
。
久
万
町
幼
児
教
育

研
究
会
場

同
一
二
年
、
集
合
保
育
年
間
一
四
回
実
施

同
二
二
年
、
集
合
保
育
年
間
一
七
回
実
施
。
夏
季
保
育
開
始

同
一
四
年
、
父
二
峰
幼
稚
園
と
し
て
発
足
す
る
。
新
園
舎
に
て
入
園
式
を
行
う

園
舎
新
築
工
事
。
大
建
設
計
工
務
、
二
神
組
施
行
、
工
期
一
三
年
七
月
二
四
日
か

ら
一
四
年
三
月
二
九
日
。
木
造
、
一
部
R
C
造
り
平
屋
建
て

(
地
元
産
檜
柱
五
九
三

本
、
杉
二
四
本
、
小
学
校
と
合
わ
せ
て
)
。
事
業
費
・
設
計
監
理
、
二
一
五
万
四
千

円
、
園
舎
工
事
費
、
六
一
七
三
万
円
、
事
務
費
、
一
二
万
円
、
合
計
六
、
四
〇
〇
万

同
九
年
、
久
万
町
幼
児
教
育
研
究
会
場

同
一
四
年
、
県
幼
稚
園
・
小
学
校
関
連
訪
問
国
と
な
る

同
一
五
年
、
七
夕
の
つ
ど
い
。
松
山
親
子
遠
足
を
実
施

父
二
峰
幼
稚
園

平
成
元
年
、
久
万
町
幼
児
教
育
研
究
会
場

同
二
年
、
二
名
・
露
峰
合
同
家
庭
教
育
学
級
開
催

同
五
年
、
働
く
親
の
た
め
の
学
級
開
催

同
六
年
、
三
世
代
ふ
れ
あ
い
教
室
開
催

同
九
年
、
交
流
保
育
実
施
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保育園・幼稚園沿革

露峰へき地保育所/父二峰幼椎園

年 度 
在 籍 数 

教員 職数 

園 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 7 9 16 2 土居 明生 河野 修 

2年 9 7 16 2 ク ク 

3年 9 5 14 2 東 富士雄 ク 

4年 14 7 21 2 〃 ク 

5年 14 7 21 2 ク ク 

6年 9 12 21 2 松田 勝盛 ク 

7年 4 9 13 2 橋田 雄二 ク 

8年 4 12 16 2 ク ク 

9年 8 7 15 2 大西 淳弘 ク 

10年 9 8 17 2 ク ク 

11年 7 4 11 2 〃 玉水 寿清 

12年 4 5 9 2 ク ク 

13年 5 3 8 2 三好 壮一 〃 

父 二 峰 幼 稚 園 

14年 4 3 7 2 三好 壮一 玉水 寿清 

15年 6 2 8 2 ク ク 



第
六
編

教

育

四
千
円

同
一
五
年
、
親
子
お
月
見
会
。
毎
月
集
合
保
育
実
施
す
る

(
年
間
二
五
回
)

二
名
保
育
所

平
成
元
年
、
ふ
れ
あ
い
保
育
実
施

同
二
年
八
月
、
御
用
木
ま
つ
り
参
加

同
三
年
六
月
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
開
き
参
加

国
四
年
一
〇
月
、
保
育
室
サ
ッ
シ
取
り
付

同
五
年
六
月
、
働
く
親
の
た
め
の
学
級
開
講
。
年
間
七
回
実
施

同
六
年
六
月
、
さ
さ
ゆ
り
荘
で
の
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
に
参
加

保育園・幼稚園沿革

二名保育所

年 度 
在 籍 数 

教員 職数 

園 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 1 3 4 1 三好 武親 河野 修 

2年 3 3 6 l ク ク 

3年 4 2 6 l ク ク 

4年 5 1 6 1 野間 吉雄 ケ 

5年 4 0 4 1 ク ケ 

6年 7 2 9 1 ク ク 

7年 4 2 6 1 西原 昭紀 〃 

8年 5 2 7 1 ケ ク 

9年 2 3 5 1 
ク ク 

10年 4 3 7 1 松原 成子 ケ 

11年 2 3 5 1 ク 玉水 寿清 

12年 3 0 3 l 
〃 ク 

13年 l 1 2 1 ク ク 

14年 2 1 3 1 渡部美知子 ケ 

15年 1 2 3 l ク ク 

二
二
二

同
七
年
七
月
、
久
万
町
幼
児
教
育
研
究
会
を
開
催

同
八
年
四
月
、
こ
い
の
ぼ
り
棒
立
て
替
え
る
。
二
月
、
廊
下
に
サ
ッ
シ
を
取
り

付
け
る

同
九
年
一
二
月
、
サ
ッ
シ
取
り
付
け
作
業
及
び
玄
関
の
屋
根
塗
り
替
え

同
一
〇
年
八
月
、
グ
ロ
ー
ブ
ジ
ャ
ン
グ
ル
廃
棄

同
一
一
年
一
月
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
購
入

(
少
子
化
対
策
事
業
)

同
一
二
年
六
月
、
親
子
木
工
教
室
開
催

同
一
三
年
夏
休
み
、
夏
季
保
育
実
施

同
一
四
年
六
月
、
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催

同
一
五
年
一
〇
月
、
集
合
保
育
を
主
題
に
久
万
町
幼
児
教
育
研
究
会
を
開
催
す
る

同
一
六
年
三
月
三
一
日
、
園
児
減
少
に
閉
園
す
る

明
神
小
学
校

平
成
元
年
五
月
二
〇
日
、
二
宮
尊
徳
像
下
石
組
工
事
完
了
す
る

同
年
六
月
一
九
日
、
体
育
館
裏
坂
道
の
舗
装
を
行
っ
た

同
年
一
〇
月
三
日
、
郡
教
育
研
究
会
(
体
育
科
会
場
校
)
を
実
施
し
た

同
二
年
八
月
二
三
日
、
飼
育
舎
完
成
す
る

同
二
年
一
〇
月
二
九
日
、
文
部
省
指
定
奉
仕
等
体
験
学
習
推
進
校
公
開
発
表
会
を

行
う同

三
年
五
月
一
日
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
協
力
校

の
指
定
を
受
け
る
。
三
ヶ
年
の
研
究
を
行
う

同
三
年
一
〇
月
二
七
日
、
日
本
赤
十
字
愛
媛
県
支
部
よ
り
表
彰
を
受
け
る

同
四
年
二
月
二
〇
日
、
日
本
防
火
協
会
よ
り
表
彰
を
受
け
る

同
四
年
三
月
三
〇
日
、
久
万
町
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
を
受
け
る



同
四
年
九
月
二
〇
日
、
学
校
週
五
日
制
が
実
施
さ
れ
る

同
六
年
七
月
八
日
、
新
校
舎
建
築
に
伴
い
、
南
校
舎
と
の
お
別
れ
会
を
実
施
し
た
。

同
年
八
月
二
二
日
、
取
り
壊
し
を
開
始
し
、
九
月
七
日
起
工
式
を
行
っ
た
。
同
七
年

四
月
一
五
日
、
木
造
新
校
舎
の
落
成
を
見
た
。
口
絵
建
大
阪
事
務
所
、
五
六
六
万
五

千
円
、
熊
谷
組
施
行
、
二
億
二
、
九
六
九
万
七
千
円
、
旧
施
設
改
修
八
六
五
万
八
千

円
、
備
品
購
入
五
九
九
万
一
千
円
、
そ
の
他
合
計
、
二
億
五
、
五
八
四
万
七
千
円

同
七
年
一
〇
月
二
二
日
、
二
宮
金
次
郎
像
、
校
訓
碑
、
時
計
台
の
除
幕
式
を
行
っ
た

小・中学校学級編成沿革

明神小学校

年 度 
在 籍 数 

教員 職数 

学級数 校 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 28 30 58 10 6 西田 友三 河野 修 

2年 25 33 58 10 6 ク ク 

3年 22 28 50 8 5 宇都宮秀雄 ク 

4年 27 30 57 8 5 ク ケ 

5年 27 28 55 9 5 宮内 正夫 ケ 

6年 31 30 61 10 6 ク ク 

7年 35 35 70 10 6 ク ク 

8年 37 35 72 10 6 矢野 肇 ク 

9年 34 28 62 10 6 ク ク 

10年 28 24 52 10 6 ク ノブ 

11年 26 21 47 10 6 武智 省三 玉水 寿清 

12年 23 19 42 8 5 木下 敏幸 ク 

13年 21 16 37 8 5 ク ク 

14年 18 19 37 8 5 乃万 泰志 ク 

15年 18 18 36 8 5 ク ク 
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同
七
年
一
一
月
一
六
日
、
学
校
安
全
教
育
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

同
八
年
二
月
三
一
日
、
郡
教
科
等
研
究
会
(
体
育
科
)
会
場
校
と
な
り
、
そ
の

成
果
を
発
表
し
た

同
一
一
年
一
〇
月
二
六
日
、
郡
算
数
科
研
究
会
場
校
の
指
定
を
受
け
発
表
し
た

同
一
二
年
一
一
月
六
日
、
第
四
五
回
才
能
開
発
実
践
教
育
費
を
受
賞
す
る

同
一
三
年
三
月
一
二
日
、
み
ど
り
の
募
金
交
付
事
業
に
よ
り
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

等
を
植
樹
す
る

同
一
三
年
四
月
一
二
日
、
日
本
学
校
歯
科
医
師
会
よ
り
、
文
部
科
学
省
委
託
平
成

一
三
年
お
よ
び
一
四
年
度
・
国
の
健
康
つ
く
り
推
進
校
の
指
定
を
受
け
る

同
一
五
年
、
学
校
田
で
田
植
え
か
ら
刈
り
取
り
ま
で
の
体
験
学
習
を
行
う
。
も
ち

つ
き
大
会
、
門
松
作
り
。
環
境
教
育
(
し
い
た
け
植
え
・
五
、
六
年
生
)

久
万
小
学
校

平
成
元
年
五
月
、
P
T
A
交
通
安
全
の
感
謝
状
を
県
警
・
県
交
通
安
全
協
会
よ
り
受

賞
す
る

同
二
年
三
月
三
一
日
、
横
谷
分
校
閉
校
。
閉
校
記
念
碑
建
立
す
る

同
二
年
五
月
、
全
国
木
工
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、
四
年

日
野
和
紀
が
日
本
放

送
協
会
会
長
賞
を
受
賞
す
る

同
年
五
月
、
P
T
A
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
県
手
作
り
の
部
優
秀
賞
を
受
賞
す
る

同
一
二
年
六
月
、
新
旧
校
歌
額
三
幅
卒
業
生
よ
り
贈
呈
さ
れ
る

同
三
年
六
月
、
久
万
小
学
校
、
第
三
二
回
愛
媛
地
方
安
全
会
議
よ
り
受
賞
す
る

同
三
年
一
一
月
、
P
T
A
会
長
、
全
国
P
T
A
表
彰
受
賞
す
る

同
三
年
一
一
月
、
久
万
小
P
T
A
、
充
実
し
た
組
織
活
動
に
よ
り
県
教
育
長
・
県

P
T
A
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
る

二
二
三
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同
四
年
三
月
、
北
校
舎
二
階
へ
の
昇
降
機
設
置
す
る

同
四
年
四
月
、
生
活
科
園
整
備
す
る

同
五
年
六
月
、
県
警
・
県
交
通
安
全
協
会
よ
り
優
良
P
T
A
表
彰
を
受
賞
す
る

同
五
年
一
一
月
、
文
部
大
臣
よ
り
優
良
P
T
A
表
彰
を
受
賞
す
る

同
六
年
二
月
、
P
T
A
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
県
手
作
り
の
部
優
秀
賞
を
受
賞
す
る

同
六
年
三
月
、
本
館
と
体
育
館
へ
の
通
路
を
補
修
す
る

同
六
年
五
月
、
交
通
安
全
子
ど
も
母
親
自
転
車
大
会
で
郡
優
勝
す
る

同
七
年
二
月
、
久
万
ス
キ
ー
場
で
第
一
回
ス
キ
ー
教
室
を
実
施
す
る

同
七
年
四
月
-
九
年
三
月
、
文
部
省
道
徳
教
育
推
進
校
の
指
定
を
受
け
る

同
七
年
七
月
、
交
通
安
全
子
ど
も
母
親
自
転
車
大
会
で
郡
優
勝
す
る

同
八
年
三
月
、
舞
台
幕
新
調
す
る

同
八
年
六
月
、
警
報
器
新
設
す
る

同
九
年
六
月
、
北
校
舎
防
球
ネ
ッ
ト
新
設
す
る

同
九
年
一
一
月
、
愛
媛
県
学
校
保
健
優
良
校
の
表
彰
を
受
け
る

同
一
〇
年
六
月
、
交
通
安
全
子
ど
も
母
親
自
転
車
大
会
で
郡
優
勝
す
る

同
一
〇
年
一
一
月
、
地
教
委
・
校
長
会
合
同
訪
問
会
場
と
な
る

同
一
〇
年
一
一
月
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
す
る

同
一
一
年
二
月
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
2
台
購
入
す
る

(
P
T
A
よ
り
)

同
一
一
年
三
月
、
理
科
室
暗
幕
新
調

同
一
一
年
六
月
、
全
国
木
工
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

五
年

浦
辻
茂
幸
、
庄
内
森
林

管
理
署
長
賞
受
賞
す
る

同
一
一
年
六
月
、
交
通
安
全
子
ど
も
母
親
自
転
車
大
会
で
郡
優
勝
す
る

同
一
一
年
七
月
、
プ
ー
ル
水
循
環
浄
水
装
置
取
替

小・中学校学級編成沿革

久万小学校

年 度 
在 籍 数 

教員 職数 

学級数 校 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 156 136 292 19 11 高岡 猛 河野 修 

2年 151 133 284 20 11 森岡 春夫 ク 

3年 152 125 277 21 11 ク ク 

4年 146 131 277 19 11 ク 〃 

5年 139 131 270 20 11 猪上 達勇 ク 

6年 147 131 278 18 10 ク ク 

7年 143 138 281 18 10 石丸 常 ク 

8年 142 136 278 19 10 ク ク 

9年 133 138 271 18 1l ク ク 

10年 139 122 261 18 9・特殊1 松岡 廣 ク 

11年 150 120 270 19 10・特殊1 ク 玉水 寿清 

12年 137 l14 251 19 9・特殊1 竹内英一郎 ク 

13年 124 108 232 18 8・特殊2 ク ク 

14年 117 102 219 19 7・特殊2 竹内 重夫 ク 

15年 114 112 226 19 7・特殊2 ク ク 

同
一
一
年
一
一
月
、
P
T
A
会
長
全
国
P
T
A
表
彰
を
受
賞
す
る

同
一
一
年
一
二
月
、
北
校
舎
洋
式
便
器
三
ヶ
所
設
置
す
る

同
一
二
年
三
月
、
二
千
年
記
念
植
樹
を
す
る

同
一
二
年
六
月
、
交
通
安
全
子
ど
も
母
親
自
転
車
大
会
郡
優
勝
す
る

同
一
二
年
一
〇
月
、
地
域
別
同
和
教
育
研
究
協
議
会
、
小
学
校
部
会
の
会
場
と
な

り
授
業
を
公
開
す
る

同
一
二
年
一
一
月
、
緑
の
少
年
隊
を
結
成
す
る



同
一
三
年
三
月
、
プ
ー
ル
外
壁
、
ト
イ
レ
等
の
改
修
を
す
る
(
五
一
万
円
)

同
一
三
年
五
月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
対
応
パ
ソ
コ
ン
購
入
(
一
五
台
)

同
一
四
年
一
〇
月
、
郡
教
科
等
(
保
健
体
育
)

の
研
究
会
場
校
と
な
る

同
一
五
年
七
月
、
金
銭
教
育
指
定
校
訪
問
、
公
開
授
業
、
四
松
。
薬
物
乱
用
防
止

教
室
(
六
年
、
久
万
警
察
署
員
)

畑
野
川
小
学
校

平
成
二
年
五
月
二
六
日
、
中
庭
工
事
完
了
。
芝
生
を
張
る

同
三
年
八
月
、
体
育
館
床
改
装

同
四
年
人
月
、
体
育
館
屋
根
塗
装

同
五
年
七
月
、
給
食
温
蔵
庫
設
置
、
プ
ー
ル
機
械
取
付
(
取
替
)

同
八
年
二
月
一
八
日
、
畑
野
川
の
教
育
と
人
権
を
考
え
る
集
会
を
開
催
。
九
月
六

日
、
校
舎
外
壁
塗
装
。
一
二
月
六
日
、
飼
育
小
屋
を
建
設
す
る

同
一
〇
年
七
月
九
日
、
幼
年
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
結
成
す
る

同
一
一
年
八
月
、
給
食
搬
入
庫
増
設

同
二
一
年
一
〇
月
二
日
、
緑
の
少
年
隊
結
成
。
一
二
月
一
六
日
、
同
隊
に
よ
り
記

念
植
樹
を
す
る

(
ド
ゥ
ダ
ン
つ
つ
じ
、
ア
ジ
サ
イ
な
ど
)

同
二
二
年
一
一
月
一
四
日
、
松
山
管
内
大
会
第
六
郡
研
究
発
表
会
会
場
と
な
る

同
一
五
年
四
月
一
日
、
肢
体
不
自
由
特
殊
学
級
を
開
設
す
る
。
八
月
、
愛
媛
大
学

児
童
文
化
研
究
会
の
学
生
四
〇
名
と
本
校
児
童
四
四
名
に
よ
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を

開
催
す
る

直
瀬
小
学
校

平
成
元
年
五
月
、
校
舎
新
築
の
た
め
、
建
築
委
員
会
が
発
足
す
る
。
一
二
月
設
計
図

完
成

第
一
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小・中学校学級編成沿革

畑野川小学校

年 度 
在籍 数 

教員 職数 

学級数 校 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 32 30 62 9 6 相原 秋男 河野 修 

2年 26 32 58 10 6 竹井 史一 ク 

3年 23 30 53 9 5 ク ク 

4年 22 26 48 8 5 ク ク 

5年 26 27 53 8 5 石丸 常 ク 

6年 28 27 55 9 6 米田 孝弘 ケ 

7年 32 30 62 9 6 ク ク 

8年 37 25 62 9 6 上本 昌幸 ク 

9年 32 22 馳 10 6 ク ク 

10年 33 21 馳 10 6 ク ク 

11年 30 22 52 9 6 竹内 重夫 玉水 寿清 

12年 27 18 45 8 5 ク ク 

13年 21 17 38 8 5 ク ク 

14年 25 18 43 8 5 辻田 正明 ク 

15年 25 19 44 10 6・特殊l ク ク 

同
二
年
八
月
、
新
校
舎
起
工
式

同
三
年
四
月
、
木
造
新
校
舎
落
成
す
る
。
工
事
着
工
、
平
成
二
年
八
月
一
日
、
完

成
、
三
年
三
月
三
〇
日
、
浪
速
設
計
、
七
七
〇
万
円
、
熊
谷
組
施
行
、
本
体
工
事
費
、

三
億
一
、
七
四
九
万
円
、
周
辺
整
備
等
、
四
五
〇
万
円
、
備
品
購
入
、
三
〇
三
万
円
、

事
務
費
そ
の
他
七
三
三
万
二
千
円
、
合
計
三
億
四
、
〇
〇
五
万
二
千
円
。
四
月
、
県
へ

き
地
研
究
の
指
定
を
受
け
る
。
四
年
三
月
、
前
庭
完
成
し
校
名
碑
の
除
幕
式
を
行
う

同
四
年
一
〇
月
、
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
で
授
業
等
を
公
開
す
る二

二
五
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同
五
年
一
〇
月
、
開
講
一
二
〇
周
年
記
念
航
空
写
真
を
撮
影
。
一
〇
月
、
給
食
温

蔵
庫
を
設
置
。
一
一
月
、
開
校
一
二
〇
周
年
記
念
行
事
を
盛
大
に
行
う

同
七
年
六
月
、
プ
ー
ル
水
浄
化
装
置
改
修
工
事
完
了

同
八
年
九
月
、
東
ト
イ
レ
通
路
延
長
工
事
完
了
。
一
〇
月
、
全
国
へ
き
地
教
育
研

究
大
会
、
分
科
会
会
場
校
と
し
て
発
表
す
る

同
一
〇
年
五
月
、
プ
ー
ル
フ
ェ
ン
ス
工
事
完
了
。
一
一
月
、
開
校
記
念
行
事
を
収

穫
祭
と
し
て
実
施
す
る
。
一
一
年
二
月
、
緑
の
少
年
隊
発
団
式
、
桜
の
木
五
六
本
植

小・中学校学級編成沿革

直瀬小学校

年 度 
在 籍 数 

教員 職数 

学級数 校 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 24 21 45 8 5 大野 順広 河野 修 

2年 23 20 43 8 5 ク ク 

3年 20 22 42 8 5 菅田 顕 ク 

4年 24 24 48 8 5 ク ク 

5年 23 23 46 8 5 〃 ク 

6年 19 21 40 9 5 倉瀬 奨典 ク 

7年 21 21 42 8 5 ク ク 

8年 22 25 47 8 5 〃 ク 

9年 23 21 44 9 5 清田 和美 ク 

10年 23 18 41 8 5 ク ケ 

11年 24 18 42 8 5 〃 玉水 寿清 

12年 24 17 41 8 5 森田 正子 ク 

13年 22 18 40 8 5 ク ク 

14年 19 17 36 9 5・特殊1 〃 ク 

15年 18 20 38 10 5・特殊1 〃 ノブ 

二
二
六

樹
す
る

同
一
一
年
八
月
、
愛
媛
県
緑
の
少
年
団
発
表
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
。
一
一
月
、

運
動
会
を
地
域
と
合
同
で
実
施
。
一
一
月
、
愛
媛
県
発
明
工
夫
優
良
学
校
貨
を
受
賞

同
一
二
年
七
月
、
緑
の
少
年
団
全
国
表
彰
を
受
賞
。
八
月
、
東
ト
イ
レ
水
洗
化
と

な
る同

二
二
年
五
月
、
複
式
学
級
学
習
講
座
会
場
校
と
な
る

同
一
四
年
四
月
一
日
、
特
殊
学
級
を
設
置
す
る
。
一
〇
月
、
幼
少
関
連
指
定
訪
問

会
場
校
と
な
る
。
一
五
年
二
月
、
体
育
倉
庫
を
新
設
す
る

同
一
五
年
五
月
、
直
瀬
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
造
形
会
)
。
九
日
、
不

審
者
対
応
避
難
訓
練

父
二
峰
小
学
校

平
成
元
年
一
二
月
、
職
員
ト
イ
レ
を
修
理
す
る
。
二
年
三
月
、
久
万
町
駅
伝
大
会
、

小
学
女
子
の
部
優
勝
(
全
区
間
一
位
)

同
二
年
八
月
、
運
動
場
フ
ェ
ン
ス
修
理
。
一
〇
月
、
町
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
、

郡
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
女
子
の
部
優
勝

同
四
年
三
月
、
通
路
夜
間
照
明
灯
設
置
。
焼
却
炉
屋
根
改
修
す
る

同
五
年
六
月
、
複
式
教
室
黒
板
新
設
。
七
月
、
教
室
電
灯
改
設

同
六
年
六
月
、
管
内
大
会
事
前
研
究
会
開
催
。
七
月
、
久
万
町
P
T
A
研
究
大
会

場
。
七
年
二
月
、
久
万
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
で
発
表
す
る

同
七
年
一
一
月
、
松
山
管
内
大
会
で
環
境
教
育
に
つ
い
て
発
表
す
る

同
八
年
一
一
月
、
ト
リ
ム
撤
去
。
九
年
二
月
、
郡
理
科
主
任
会
会
場
校

同
九
年
四
月
、
音
楽
室
外
壁
修
繕
。
一
一
月
、
郡
理
科
・
生
活
科
・
環
境
教
育
研

究
会
の
会
場
校
と
な
る
。
二
一
月
、
飼
育
小
屋
新
築
。
一
〇
年
三
月
、
全
国
木
工
作



品
コ
ン
ク
ー
ル
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
六
月
、
名
古
屋
で
の
受
賞
式
に
参
加

す
る同

一
〇
年
九
月
、
二
名
保
・
小
、
露
峰
保
・
父
二
峰
小
・
中
学
校
合
同
秋
季
大
運

動
会
を
実
施
す
る

(
父
二
峰
中
学
校
閉
校
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
行
う
)

同
一
二
年
一
〇
月
、
郡
教
育
研
究
会
(
道
徳
の
部
)

の
会
場
校
と
な
る

同
二
二
年
六
月
、
父
二
峰
中
学
校
校
舎
の
取
り
壊
し
。
八
月
、
新
校
舎
起
工
式
。

一
四
年
三
月
完
工
す
る

小・中学校学級編成沿革

父二峰小学校

年 度 
在籍 数 

教員 職数 

学級数 校 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 22 19 41 9 5 土居 明生 河野 修 

2年 20 21 41 9 5 〃 〃 

3年 18 18 36 9 5 東 富士雄 ク 

4年 19 20 39 8 5 ク ク 

5年 18 17 35 7 4 ケ ク 

6年 20 18 38 9 5 松田 隆盛 ク 

7年 21 17 38 9 5 橋田 雄二 ク 

8年 22 14 36 9 5 ク ク 

9年 18 17 35 8 5 大西 淳弘 ク 

10年 18 16 34 8 5 ク ク 

11年 18 18 36 8 5 ケ 玉水 寿清 

12年 17 18 35 8 5 
〃 ケ 

13年 12 17 29 8 4・特殊1 三好 壮一 ケ 

14年 12 16 28 9 4・特殊l ク ク 

15年 12 12 24 8 4・特殊l ク ク 
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同
一
四
年
四
月
、
木
造
校
舎
の
落
成
を
行
い
授
業
を
開
始
す
る
。
大
建
建
設
、
一
、

三
八
四
万
六
千
円
、
二
神
組
施
行
、
本
体
工
事
、
三
億
九
、
七
一
二
万
円
、
事
務
費
、

三
六
万
七
千
円
、
そ
の
他
付
帯
工
事
費
、
三
、
二
九
七
万
円
、
合
計
四
億
四
、
四
三

〇
万
三
千
円

同
一
五
年
五
月
、
二
名
小
学
校
と
統
合
準
備
会
を
重
ね
九
月
調
印
式
を
行
う
。
七

月
、
二
名
川
水
生
生
物
調
べ
を
行
う
。
一
六
年
三
月
、
プ
ー
ル
ト
イ
レ
水
洗
工
事
を

完
了
す
る

二
名
小
学
校

平
成
元
年
六
月
、
校
舎
屋
根
修
繕
す
る

同
二
年
八
月
、
郡
複
式
研
究
会
場
と
な
る

同
四
年
一
〇
月
、
郡
体
育
科
研
究
会
場
校
と
な
る
。
一
一
月
、
二
階
全
教
室
北
側

サ
ッ
シ
窓
新
設
。
五
年
一
月
、
複
式
学
級
教
室
へ
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る

同
五
年
八
月
、
校
地
全
面
水
道
工
事
実
施
。
九
月
、
給
食
用
温
蔵
庫
設
置
。
六
年

三
月
、
久
万
高
原
「
緑
の
ふ
る
さ
と
留
学
」
制
度
発
足
す
る

同
六
年
七
月
、
山
村
留
学
体
験
入
学
、
親
子
キ
ャ
ン
プ
。
九
月
、
山
村
留
学
生
一

名
転
入

(
高
知
県
よ
り
)
。
七
年
二
月
、
ス
キ
ー
教
室
実
施
。
三
月
、
校
舎
屋
根
改

修

同
七
年
七
月
、
山
村
留
学
体
験
、
親
子
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。
一
〇
月
、
郡
国
語
科

教
育
研
究
会
場
と
な
る

同
八
年
七
月
、
山
村
留
学
体
験
、
親
子
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
。
八
月
、
プ
ー
ル

機
械
室
屋
根
改
修
。
一
二
月
、
校
舎
屋
根
雪
止
め
工
事
完
了

同
一
〇
年
七
月
、
ト
イ
レ
水
洗
工
事
完
了
。
一
〇
月
、
郡
複
式
教
育
研
究
会
場
と

な
る

二
二
七



小・中学校学級編成沿革

二名小学校

第
六
編

教

育

年 度 
在 籍 数 

教貴 職数 学級 数 

校 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 8 6 14 5 3 三好 武親 河野 修 

2年 7 7 14 6 4 ク ク 

3年 4 9 13 5 3 ク ク 

4年 4 9 13 6 4 野間 吉雄 〃 

5年 5 8 13 6 4 ク ク 

6年 5 8 13 6 4 ク ク 

7年 9 5 14 5 4 西原 昭紀 〃 

8年 9 7 16 6 3 ク ク 

9年 12 6 18 7 4 ク. ク 

10年 11 4 15 7 3 松原 成子 ク 

11年 10 3 13 6 3 ク 玉水 寿清 

12年 10 6 16 7 4 ク ク 

13年 8 6 14 6 3 ク ク 

14年 7 5 12 5 2 渡部美知子 ク 

15年 5 4 9 6 3 ク ク 

(15.3.31閉校)

同
一
一
年
七
月
、
玄
関
サ
ッ
シ
新
設
。
二
一
年
三
月
、
玄
関
屋
根
改
修
す
る

同
一
三
年
二
月
、
正
門
前
階
段
改
修
と
通
路
渡
り
板
を
新
設
す
る
。
六
月
、
体
育

館
ス
テ
ー
ジ
幕
取
替
。
プ
ー
ル
機
械
修
理
。
二
一
月
、
電
気
配
線
工
事
完
了

同
一
四
年
五
月
、
新
コ
ピ
ー
機
搬
入
。
七
月
、
久
万
町
水
泳
大
会
、
百
米
リ
レ
ー

で
優
勝
す
る
。
九
月
、
パ
ソ
コ
ン
二
台
設
置
。
一
〇
月
、
父
二
峰
小
学
校
と
の
交
流

遠
足
(
松
山
市
)
を
行
う
。
一
二
月
、
国
旗
掲
揚
ポ
ー
ル
の
ロ
ー
プ
取
替
。
一
五
年

一
月
、
父
二
峰
小
と
の
合
同
ス
キ
ー
教
室
実
施
。
三
月
、
運
動
場
へ
ア
ジ
サ
イ
五
〇

本
を
植
樹
す
る
。
同
、
閉
校
に
関
す
る
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る

二
二
人

同
一
五
年
七
月
、
親
子
海
水
浴
(
五
色
浜
)
。
一
六
年
二
月
、
閉
校
記
念
講
演
会

(
諦
師

松
下
文
治
氏
)
。
三
月
二
五
日
、
閉
校
式
を
行
う
。
一
六
年
度
か
ら
父
二
峰

小
学
校
へ
統
合
と
な
る
。
五
四
年
間
の
幕
を
閉
じ
た

久
万
中
学
校

平
成
三
年
、
六
月
議
会
か
ら
中
学
校
統
合
の
研
究
が
続
け
ら
れ
る

同
四
年
一
二
月
、
久
万
町
議
会
に
「
学
校
統
合
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
十

数
回
に
わ
た
っ
て
地
域
住
民
の
意
見
聴
取
や
先
進
地
視
察
を
行
い
、
町
内
各
組
織
代

表
の
意
見
を
集
約
す
る

同
六
年
三
月
、
久
万
町
議
会
で
中
学
校
統
合
を
議
決
。
七
月
、
中
学
校
統
合
検
討

委
員
会
を
設
置
。
そ
の
後
四
回
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
推
進
方
策
等
の
検
討
を

行
う
。
七
年
二
月
、
各
地
域
・
機
関
・
団
体
か
ら
二
六
名
の
中
学
校
統
合
推
進
委
員

会
を
構
成
し
、
四
回
の
委
員
会
審
議
を
開
催
す
る

同
七
年
一
一
月
、
中
学
校
統
合
推
進
の
た
め
の
説
明
会
を
、
全
町
で
開
催
す
る
。

二
一
月
、
地
域
説
明
会
開
催
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
統
合
委
員
会
を
開
催
す
る
。
八

年
二
月
、
中
学
校
校
区
別
地
域
代
表
に
よ
る
、
ま
と
め
の
会
を
開
催
す
る
。
二
月
二

六
日
、
中
学
校
統
合
合
意
に
関
す
る
合
同
調
印
式
を
行
う
(
久
万
中
学
校
区
七
名
、

畑
野
川
中
学
校
区
四
名
、
直
瀬
中
学
校
区
五
名
、
父
二
峰
中
学
校
区
三
名
、
中
学
校

統
合
推
進
委
貝
一
七
名
、
行
政
関
係
者
四
名
)

同
八
年
四
月
、
統
合
中
学
校
建
築
委
員
会
発
足
。
九
年
三
月
、
統
合
中
学
校
運
営

準
備
委
員
会
発
足
。
九
年
三
月
、
校
舎
の
設
計
ま
と
ま
る

同
九
年
五
月
、
統
合
中
学
校
建
築
協
力
会
発
足
。
九
年
八
月
一
三
日
、
校
舎
建
築

工
事
起
工
式
(
九
二
〇
年
度
の
二
ヶ
年
事
業
)

二
一
月
、
中
学
校
跡
地
利
用
検
討

委
員
会
合
同
会
の
開
催
。
一
〇
年
一
月
、
統
合
中
学
校
校
章
及
び
校
歌
選
定
委
員
会



の
開
催

同
一
〇
年
七
月
二
一
日
、
屋
内
運
動
場
建
築
工
事
起
工
式
。
一
一
年
三
月
二
一
日
、

畑
野
川
中
学
校
・
父
二
峰
中
学
校
閉
校
式
。
二
二
日
、
久
万
中
学
校
・
直
瀬
中
学
校

開
校
式
。
二
七
日
、
統
合
中
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場
落
成
式
を
挙
行
す
る

校
舎
、
屋
内
運
動
場
・
部
室
、
設
計
監
理
は
大
建
設
計
工
務
、
施
工
業
者
は
大
林

組
。
校
舎
は
木
造
、
一
部
R
C
造
二
階
建
、
普
通
教
室
入
室
、
特
別
教
室
一
五
室
、

管
理
諸
室
七
宝
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
檜
通
し
柱
一
〇
四
本
、
杉
磨
き
丸
太
六

四
本
、
大
断
面
集
成
材
を
使
用
し
た
。
日
本
の
風
土
に
適
し
た
木
造
建
築
の
粋
を
表

小・中学校学級編成沿革

久万中学校

年 度 
在籍 数 

教員 職数 学級 数 
校 長 管理者 

男 女 計 

平成元年 99 100 199 16 6 冨田 豊 河野 修 

2年 93 101 194 17 6 ク ク 

3年 101 103 204 17 6 小倉 敦男 ク 

4年 93 90 183 18 6 ク 〃 

5年 90 87 177 19 6 三浦 哲生 ク 

6年 89 83 172 17 6 ク ク 

7年 85 78 163 17 6 古田 隆 ク 

8年 91 82 173 18 6 ク ク 

9年 93 75 168 18 6 大西 和事 ク 

10年 87 86 173 18 6 ク ク 

町 内 中 学 校 統 合 

11年 122 122 244 20 8 大西 和事 玉水 寿清 

12年 128 124 252 20 8 武智 省三 ク 

13年 146 115 261 21 8 ク ク 

14年 151 116 267 22 8 ク ク 

15年 134 105 239 21 8 堀内 秀樹 ク 

第
一
章

学
校
教
育

現
し
て
い
る

設
計
監
理
委
託
料
四
、
四
六
〇
万
円
、
校
舎
本
体
工
事
一
三
億
一
、
三
八
六
万
二

千
円
、
計
一
三
億
五
、
八
四
六
万
二
千
円
で
あ
る
。
屋
内
運
動
場
は
木
造
一
部
二
階

建
、
設
計
監
理
委
託
料
一
、
九
四
〇
万
円
、
屋
内
運
動
場
工
事
五
億
八
、
七
三
五
万

四
千
円
、
計
六
億
六
七
五
万
四
千
円
で
あ
る

同
一
一
年
四
月
九
日
、
統
合
中
学
校
開
校
式
並
び
に
第
一
回
入
学
式
を
挙
行
す
る
。

八
月
二
〇
日
、
第
四
七
回
日
本
P
T
A
全
国
研
究
大
会
愛
媛
大
会
第
四
分
科
会
場
と

な
る
。
一
一
月
二
八
日
、
N
H
K
の
ど
自
慢
会
場
と
な
る

同
一
二
年
一
〇
月
、
地
区
別
同
和
教
育
研
究
大
会
場

同
一
三
年
一
一
月
、
第
三
五
回
愛
媛
県
教
育
研
究
大
会
松
山
管
内
大
会
場
と
な
る

同
一
五
年
七
月
、
県
教
育
委
員
会
教
育
課
程
指
定
校
訪
問
(
数
学
科
の
焦
点
授
業
)

一
〇
月
、
同
(
理
科
の
焦
点
授
業
)

畑
野
川
中
学
校

平
成
元
年
一
〇
月
、
第
一
養
護
学
校
と
交
流
学
習
。
緑
の
少
年
隊
、
社
団
法
人
国
土

緑
化
推
進
機
語
よ
り
努
力
賞
を
受
賞
。
一
一
月
、
テ
ニ
ス
女
子
五
年
連
続
優
勝
で
特

別
表
彰

同
二
年
八
月
、
高
浜
中
学
校
と
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
(
一
八
名
来
校
)
。
一
〇
月
、

郡
道
徳
研
究
会
場
。
一
一
月
、
久
万
高
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
駅
伝
男
子
の
部
優
勝

同
三
年
五
月
、
交
通
安
全
で
知
事
表
彰
受
賞
。
七
月
、
町
P
T
A
研
究
会
場
。
一

一
月
、
県
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
受
賞

同
四
年
七
月
、
福
岡
県
岡
垣
町
国
内
留
学
小
中
学
生
と
の
交
流
キ
ャ
ン
プ
。
海
外

少
年
の
船
、
グ
ア
ム
島
二
名
参
加
。
九
月
、
第
一
養
護
学
校
と
の
交
流
学
習
(
運
動

会
に
参
加
す
る
)

二
二
九



第
六
編

教

育

同
五
年
六
月
、
郡
総
合
体
育
大
会
、
軽
庭
男
女
団
体
優
勝
。
一
〇
月
、
り
ん
ご
文

字
入
れ
作
業
。
一
二
月
、
ふ
る
さ
と
教
室

(
注
連
縄
づ
く
り
)

同
六
年
八
月
、
ま
ん
ま
る
木
星
探
検
隊
、
北
海
道
丸
瀬
布
町
一
名
参
加
。
一
二
月
、

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
独
居
老
人
宅
訪
問

同
七
年
八
月
、
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
(
県
大
会
)

同
八
年
三
月
、
野
生
生
物
保
護
に
よ
り
、
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
よ
り
表
彰
。
八
月
、

P
T
A
保
健
愛
護
部
「
親
子
ふ
れ
合
い
活
動
」
を
御
三
戸
河
原
で
実
施

同
九
年
七
月
、
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
デ
ー
で
、
下
畑
野
川
地
区
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

小・中学校学級編成沿革

畑野川中学校

年 度 
在籍 数 

教員 職数 学級 数 
校 長 管理者 

男 女 計 

平成元年 19 18 37 10 3 山崎 正 河野 修 

2年 22 16 38 10 3 ケ ク 

3年 20 13 33 10 3 藤田 典生 ケ 

4年 18 17 35 10 3 ク ケ 

5年 14 16 30 10 3 ノブ ク 

6年 8 18 26 10 3 浅川 愛明 ク 

7年 11 13 24 10 3 ク ク 

8年 11 16 27 10 3 島津 洋 ク 

9年 14 12 26 10 3 ノク ク 

10年 11 14 25 11 3 ク ク 

11年 

12年 

13年 

14年 

15年 

二
三
〇

磨
き
。
八
月
、
少
年
の
森
体
験
学
習
、
二
年
生
九
名
参
加

国
一
〇
年
四
月
、
山
菜
定
期
便
を
第
一
養
護
学
校
へ
贈
る

(
二
十
数
年
続
く
)
。

一
一
年
三
月
二
一
日
、
閉
校
記
念
式
典
を
挙
行
。
五
二
年
間
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

直
瀬
中
学
校

平
成
元
年
七
月
、
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
よ
り
、
長
年
の
気
象
観
測
協
力
に
つ
き

受
賞
。
二
月
、
久
万
町
交
通
安
全
教
育
地
域
推
進
事
業
直
瀬
地
区
発
表
会
会
場

同
二
年
八
月
、
久
万
町
P
T
A
研
究
大
会
で
優
良
P
T
A
と
し
て
受
賞

同
三
年
二
月
、
第
二
回
学
級
歌
コ
ン
ク
ー
ル
で
三
年
生
ク
ラ
ス
最
優
秀
賞
受
賞

同
三
年
一
二
月
、
本
館
・
特
別
教
室
屋
根
葺
き
替
え

同
四
年
九
月
、
体
育
館
屋
根
吹
き
付
け
。
一
〇
月
、
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
場

と
な
る
。
五
年
三
月
、
梅
三
五
本
、
桜
二
七
本
植
樹

同
五
年
六
月
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
善
行
賞
(
団
体
)
受
賞
。
七
月
、
久
万
町
P

T
A
研
究
会
場

同
六
年
七
月
、
少
年
自
然
の
家

(
大
三
島
)
。
七
年
三
月
、
リ
ン
ゴ
、
ス
モ
モ
、

ナ
シ
各
三
本
、
桜
九
本
、
梅
一
一
本
植
樹
す
る
。
文
部
省
教
育
研
究
グ
ル
ー
プ
奨
励

事
業
教
育
研
究
報
告

同
八
年
五
月
、
ふ
る
さ
と
学
習
交
流
事
業
(
垣
生
中
)
。
九
年
二
月
、
開
校
五
〇

周
年
記
念
行
事

同
九
年
七
月
、
久
万
町
P
T
A
研
究
大
会
場
。
少
年
自
然
の
家
利
用

(
津
島
)
一

〇
月
、
郡
教
科
等
研
究
会
場
(
学
校
保
健
)

同
一
〇
年
七
月
、
大
洲
青
年
の
家
宿
泊
体
験
学
習
。
七
月
、
県
総
体
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
三
位
入
賞
す
る
。
一
一
年
三
月
二
二
日
、
閉
校
式
を
行
う



小・中学校学級編成沿革

直瀬中学校

年 度 
在 籍 数 

教員 職数 学級 数 
校 長 管理者 

男 女 計 

平成元年 10 11 21 8 3 大野 陸別 河野 修 

2年 12 11 23 9 3 ク 〃 

3年 13 11 24 9 3 岡田 恒則 ク 

4年 11 10 21 10 3 ク ケ 

5年 10 12 22 9 3 ケ ケ 

6年 13 10 23 11 3 田中 康雄 ク 

7年 14 10 24 10 3 鍵矢 正和 ク 

8年 18 7 25 9 3 ク ク 

9年 12 11 23 9 3 八木 巌 ク 

10年 14 13 27 9 3 ク ク 

11年 

12年 

13年 

14年 

15年 

パ
ソ
コ
ン
六
台
導
入

同
四
年
一
〇
月
、
郡
中
学
校
国
語
科
研
究
会
場
。
普
通
教
室
北
側
窓
サ
ッ
シ
に
改

修
。
一
二
月
、
体
育
館
横
の
池
改
修

同
五
年
四
月
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
購
入
。
五
月
、
職
員
室
改
装
工
事
完
了
。
七
月
、

郡
英
語
科
研
究
会
場
。
一
二
月
、
学
校
林
枝
打
ち
を
す
る

同
六
年
六
月
、
プ
ー
ル
浄
化
装
置
取
替
。
九
月
、
愛
媛
新
聞
で
父
二
峰
中
学
校
が

紹
介
さ
れ
る
。
七
年
三
月
、
理
損
に
よ
る
備
品
整
理
す
る

同
七
年
一
二
月
、
一
〇
年
連
続
都
大
会
で
優
勝
し
た
卓
球
部
が
教
育
長
特
別
表
彰
を

父
二
峰
中
学
校

平
成
元
年
五
月
、
保
護
者
と
茶
摘
み
。
八
月
、
体
育
館
の
屋
根
塗
装
。
一
〇
月
、
炬

火
リ
レ
ー
参
加

同
二
年
五
月
、
保
護
者
と
の
茶
摘
み

(
閉
校
ま
で
続
く
)
。
七
月
、
県
中
学
校
総

体
で
卓
球
部
団
体
優
勝
。
一
一
月
、
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
長
団
体
表
彰
を
受
け

る

同
三
年
六
月
、
本
校
舎
の
配
線
改
良
工
事
完
了
。
父
二
峰
中
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
結
成
す
る
。
八
月
、
校
舎
壁
面
工
事
完
了
。
普
通
教
室
暗
幕
取
付
。
四
年
一
月
、

第
一
章
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小・中学校学級編成沿革

父二峰中学校

年 度 
在 籍 数 

教員 職数 学級 数 

校 長 管理者 
男 女 計 

平成元年 24 14 38 10 3 猪野 昭二 河野 修 

2年 20 9 29 10 3 ク ク 

3年 20 13 33 11 3 〃 ク 

4年 15 9 24 10 3 三好 武親 ク 

5年 18 15 33 10 3 ク ク 

6年 10 11 21 10 3 葛原 幸三 ク 

7年 14 17 31 10 3 ク ク 

8年 10 14 24 10 3 保手浜勝彦 〃 

9年 11 16 27 10 3 ク 〃 

10年 9 11 20 7 3 ク ク 

11年 

12年 

13年 

14年 

15年 
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受
け
る
。
九
月
、
南
海
放
送
T
V
取
材
す
る

同
人
年
八
月
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

(
松
山
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
)
を
実
施
。
一

一
月
、
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
す
る

同
九
年
四
月
、
ト
イ
レ
仕
切
工
事
。
一
〇
月
、
へ
き
地
優
良
校
と
し
て
県
教
育
長

賞
を
受
賞
。
一
〇
年
二
月
、
地
域
文
化
を
生
か
し
た
学
校
づ
く
り
で
県
知
事
賞
を
受

賞
す
る

同
一
〇
年
人
月
、
大
三
島
少
年
自
然
の
家
。
九
月
、
閉
校
記
念
合
同
運
動
会
を
行

う
。
一
一
年
三
月
二
一
日
、
閉
校
記
念
式
典
を
挙
行
す
る

五

平
成
の
上
浮
穴
高
等
学
校

平
成
元
年
三
月
、
プ
ー
ル
竣
工

同
二
年
一
一
月
二
四
日
、
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
。
教
育
目
標
の
碑
(
石
造
り
)

一
基
記
念
事
業
期
成
会
よ
り
寄
贈

同
三
年
一
二
月
、
平
成
四
年
度
募
集
定
員
普
通
科
四
五
名
、
林
業
科
四
〇
名
と
な

る

同
七
年
一
一
月
、
温
室
竣
工
。
旧
温
室
取
壊
し
。
一
二
月
、
平
成
八
年
度
募
集
定

員
普
通
科
四
〇
名
、
林
業
科
四
〇
名
と
な
る

同
一
〇
年
二
月
、
数
値
制
御
木
材
工
作
機
(
N
S
ル
ー
タ
)
設
置

同
二
一
年
二
月
、
体
育
館
全
面
改
修
工
事
竣
工
。
九
月
、
屋
上
大
規
模
改
修
(
防

水
)

工
事
竣
工
。
一
一
月
九
日
、
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
。
校
旗
、
太
鼓
二
面
、

藤
晃
園
、
記
念
事
業
期
成
会
よ
り
寄
贈

同
一
四
年
四
月
、
学
科
改
編
に
よ
り
林
業
科
が
森
林
環
境
科
と
な
る
。
一
〇
月
、

本
館
耐
震
工
事
竣
工

同
一
六
年
三
月
、
間
伐
材
加
工
装
置
設
置

卒 業 生 徒 数

年 度 林業科 普通科 学校長 

平成元年 9 82 渡部 二郎 

2年 23 83 矢野 雅也 

3年 23 65 ク 

4年 18 80 近藤 雅美 

5年 15 57 ク 

6年 23 41 ク 

7年 27 43 書家 理公 

8年 18 39 ク 

9年 16 32 安永 健二 

10年 23 35 ク 

11年 20 27 ク 

12年 18 36 石原 直満 

13年 17 30 ク 

14年 23 23 日野 義治 

15年 23 37 ク 
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一
、
二
は
増
補
改
訂
版
参
照

三

平
成
の
社
会
教
育

高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
き
わ
め
で
多
く
の
人
が
長
い
人
生
を
生
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
人
生
の
ど
の
時
期
に
も
そ
の
時
々
の
発
達
課
題
が
あ
り
、
人
生
は
そ
の
課
題
を

い
か
に
こ
な
し
て
い
く
か
の
連
続
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
生
涯
発
達
」

の
観
点
が
貫
か
れ
て
い
る
。
人
は
ま
た
、
自
分
の
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
も
っ
て
学

ぶ
が
、
今
日
的
課
題
と
し
て
、
誰
も
が
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
家
庭
・
地

域
・
人
権
・
環
境
・
文
化
と
い
っ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
学
校
教
育

以
外
を
「
社
会
教
育
」
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
す
る
。

○

基
本
方
針

日

「
学
び
の
共
同
体
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)
」
づ
く
り
と
し
て
行
う
。

家
庭
も
学
校
も
地
域
も
学
び
の
共
同
体
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
た
い
。
人
と
人
と
の
関
り
合
い
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
。

ロ

行
政
主
導
で
な
く
、
住
民
が
主
役
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

行
政
主
導
の

「
教
化
」

で
な
く
、
住
民
主
役
の

「
学
習
」

に
高
め
た
い
。

㊤

楽
し
く
て
た
め
に
な
り
、
元
気
の
出
る
も
の
に
し
て
い
く
。

学
び
、
取
り
組
む
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
出
来
は
じ
め
、
お
も
し
ろ
く
な
り
、

継
続
し
て
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
、
仲
間
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に

第
二
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す
る
。

㈲

発
達
課
題
の
似
通
っ
た
人
の
集
ま
り
で
あ
る
諸
団
体
の
自
主
的
活
動
の
支
援

青
年
団
、
婦
人
会
、
壮
年
会
、
老
人
会
等
の
自
主
運
営
を
物
的
人
的
に
支
援
し
、

一
人
一
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
共
同
体
の
発
展
に
成
果
を
期
待
し
た
い
。

㈲

既
成
の
組
織
を
大
切
に
す
る
と
共
に
、
新
し
い
組
織
の
旗
揚
げ
を
積
極
的
に
進

め
る
。

青
少
年
育
成
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
を
支
援
す
る
と
共
に
、

新
し
い
学
習
サ
ー
ク
ル
の
誕
生
を
歓
迎
す
る
。

㈱

学
習
す
る
こ
と
が
町
づ
く
り
の
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
を
展
望
し
て
取
り
組

む
。町

づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
り
た
い
。

○

重
点
目
標

日

学
習
機
会
の
充
実
(
量
的
・
質
的
)

0

媒
介
と
な
る
材
料
の
あ
る
学
習
、
対
話
の
あ
る
学
習
、
成
果
が
表
現
で
き
る
学

習
㊤

人
(
リ
ー
ダ
ー
)

が
育
ち
、
共
同
体
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
)

が
活
性
化
す
る
学
習

㈲

学
習
が
行
動
に
転
移
で
き
る
よ
う
な
活
動
の
推
進

㈲

読
書
活
動
の
推
進

㈱

広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実

㈲

行
政
職
員
の
研
修
の
充
実

の

町
村
合
併
を
前
に
し
て
、
中
長
期
計
画
の
樹
立

○

重
点
施
策

0

出
前
講
座
の
実
施
と
充
実
(
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
)

二
三
三
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0

町
内
の
諸
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
町
外
団
体
と
の
交
流
の
促
進

㊤

環
境
学
習
の
充
実
と
環
境
保
護
運
動
の
展
開

㈲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
支
援

㈲

各
界
各
層
の
読
書
会
の
結
成

㈱

「
生
涯
学
習
の
町
づ
く
り
」

の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

㈲

生
涯
学
習
推
進
構
想
と
組
織
の
再
検
討

1

公
民
館

ア

久
万
町
民
館

久
万
町
民
館
は
、
昭
和
四
八
年
一
〇
月
二
七
日
、
過
疎
地
域
集
落
整
備
事
業
(
自

治
省
所
管
)

の
一
環
と
し
て
落
成
。
同
月
三
〇
日
に
は
町
民
館
モ
デ
ル
結
婚
式
(
山

本
寛
治
夫
妻
)

を
行
う
な
ど
し
て
、
久
万
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。

教
育
文
化
の
普
及
、
産
業
の
再
開
発
、
生
活
改
善
推
進
、
保
健
・
福
祉
増
進
、
情

報
連
絡
等
を
目
指
し
て
、
町
勢
の
発
展
の
た
め
活
用
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
教
育
委
員
会
事
務
局
と
下
記
の
諸
施
設
を
備
え
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育

及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
造
り
の
拠
点
と
し
て
フ
ル
回
転
し
て
い
る
。

久万町民館利用状況

年 度 

項 目 

ホール 研修室 小会議室 1・2和室 結婚式場 和室会議室 老人室 調理室 

合計 利 大集会 利 技術研修 利 
技術研修 利 

結婚式 
利 

結婚式 

利 
会 議 

利 休 部 利 

調理実習 環 
用 式 典 用 

多● 各種講座 小会議 

用 各種諮座 用 用 用 用 
娯 楽 

用 
区 映画・演劇 区 区 小会議 区 控室等 区 区 研 修 区 区 

最 
分 諮演会 分 分 住民相談 分 分 分 分 小会議 分 

12 

回数 128 233 68 47 0 224 112 25 837 

人数 6,589 3,627 635 401 0 3,869 2,204 584 17,809 

13 

回数 164 225 69 57 0 224 132 21 892 

人数 6,235 3,145 538 336 0 3,201 2,160 473 16,088 

14 

回数 184 224 67 52 0 178 126 21 852 

人数 5,847 2,803 587 660 0 3,l17 2,231 340 15,475 

15 (搬) 

回数 136 202 50 59 0 171 113 24 755 

人数 5,033 2,452 478 421 0 2,647 1,973 254 13,258 

四



イ

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館
歴
代
館
長
・
事
務
長

西 古 玉 日 

館 長 名 

田 田 水 野 

友 寿 嘉 

隆 清 彦 

ク H H S 

就 任 

一 一 五 
五 一 四 四 

七 四 四 四 

橋 山 山 岩 山 大 岡 

輩 

本 本 本 城 本 野 田 

広 岩 寛 隆 
十 

綱 進 進 夫’ 進 郎 綱 

ク ′ ツ ケ ′ プ H S 

就 任 

一 六 
六 九 六 五 四 

四 四 四 四 四 四 

社
会
教
育
委
員
(
中
央
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
)
(
平
成
一
四
年
度
)

中
央
公
民
館
連
絡
協
会
長
(
久
万
町
代
表
館
長
)

中 田 松 神 
∠ゝ 

岡 坂 本 西 

本 長 名 

正 鶴 伊 

登 数 
佐 
男 

ク ク H 
S .」_ 

就 任 

七 四 
ノヽ 

四 四 四 四 

高 西 岡 宮 
△、 

岡 本 田 城 

本 長 名 

幸 隆 隆 昭 

友 雄 綱 幸 

ク ク ク H 

就 任 

一一 一一一一一 一一一一一 

四 一 九 

四 四 四 四 

学 団 学 

委 員 種 別 

識 
ク ク ク 〃 経 〃 ク ク ク ク ク 体 ク ク 校 

験 
長 長 者 

西 田 川 滝 大 高 岡 曽 市 菅 田 小 竹 武 日 

氏 名 

田 坂 崎 野 野 岡 田 我 川 村 川 内 智 野 

満 正 清 盛 明 愛 走 洋 昭 龍 重 省 義 

文 教 規 志 隆 彦 之 享 志 子 彦 夫 治 

露 久 入 上 直 久 久 直 久 久 久 直 久 東 上 

住 所 

万 野 万 万 万 万 万 万 明 野 

峰 町 野 尻 瀬 町 町 瀬 町 町 町 瀬 町 神 尻 

久 郡 久 町 久 久 久 久 久 久 久 久 久 久 上 

役 職 

万 公 万 議 万 万 万 万 万 万 万 万 万 万 浮 
町 民 町 会 町 町 町 町 町 町 町 町 小 中 穴 
体 館 文 厚 議 商 体 老 壮 P 婦 青 学 学 高 
育 連 化 生 会 工 育 人 年 T 人 年 校 校 等 
指 絡 財 文 議 会 協 ク 会 A 会 団 長 長 学 
導 協 保 教 長 長 会 ラ 長 連 長 長 校 
委 議 護 常 長 ブ 絡 長 

名 貝 会 委 任 連 協 
長 長 員 委 合 議 

長 貝 会 会 
長 長 長 
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二
三
六

ウ

地
域
公
民
館

明
神
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

野
尻
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

岡 窪 石 

館 長 名 

田 田 丸 

隆 正 政 

綱 雄 利 

ク H S 
」_ 

就 任 

ハ 
○ ノ\ 

四 四 四 

佐 加 鈴 大 中 

主 事 名 

藤 藤 木 野 田 

理 博 正 福 

昭 副 登 美 均 

ク ク∴∴∴ク H S 

就 任 

ー」-_ 

ハ 
○ 六 二 元 三 

四 四 四 四 四 

秋 西 東 

館 長 名 

元 岡 

恒 

宏 茂 雄 

ク H S 

就 任 

.」」 

二 ノ\ 

∠二 

四 四 四 

今 菅 今 

主 事 名 

村 村 

正 重 正 

子 雄 子 

〃 H S 
〇〇〇. 

就 任 

ハ 
_⊥_ ハ.‾ 

四 四 四 

久
万
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

上
畑
野
川
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

田 大 目 

館 長 名 

坂 野 戸 

正 博 猛 

教 途 応 

ク H 
S _」 

就 任 

四 元 
ノヽ 

一 

四 四 四 

並 浮 森 三 橋 大 石 

主 事 名 

松 田 浦 本 嶋 丸 

真 幸 丞 広 洋 健 

弓 路 博 海 綿 

ク ク ′ ノ ウ ク H S 

就 任 

一 一 五 
一 六 五 元 九 

四 四 四 四 四 四 四 

山 渡 石 八 篠 石 山 ノ\ 

館 長 名 

内 部 田 塚 崎 田 内 塚 

司 盛 多 悦 克 佐 英 正 
美 々 

郎 勝 雄 次 己 雄 雄 高 

ケ∴∴∴ク ク ケ∴∴∴ク H H S 

就 任 

_.」 

ハ 
四 二 ○ 八 七 四 

四 四 四 四 四 四 四 四 

木 木 西 藤 上 秋 木 

主 事 名 

下 下 山 原 原 岡 下 

公 勝 建 浩 淳 健 公 

明 也 光 二 伍 明 

ク ク ク ケ ク H S 

就 任 

_⊥_ 

○ ノ\ 六 四 
∠二 

四 四 四 四 四 四 四 



下
畑
野
川
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

下
直
瀬
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

浅 横 波 宮 徳 武 官 

館 長 名 

井 川 部 城 田 市 西 

一 恒 昭 知 石 

郎 
治 功 行 幸 重 強 男 

ク ケ∴∴ク∴∴ク ク H S 

就 任 

一 六 
四 二 〇 八 六 四 

四 

● ●

● 四四四 四 四 四 

岡 佐 大 日 土 

主 事 名 

伯 野 野 居 

誠 和 文 道 

也 泰 也 博 弘 

ク ク ク H S 

就 任 

一 一 六 
四 ○ 七 

四 四 四 四 四 

団 菅 山 松 

館 長 名 

ノ 

上 内 本 

俊 茂 鶴 

嘩 
一 

ケ 〃 H S 

就 任 

一 

八 四 

五 
九 

四 四 四 四 

菅 松 背 光 団 光 背 

主 事 名 

ノ 

本 田 上 田 

隆 文 光 義 義 住 
四 

則 郎 男 文 嘩 文 夫 

ク ク ▲ ク∴∴ク∴∴〃 H S 

就 任 

一 六 
八 七 六 四 

四 四 四 四 四 四 四 

上
直
瀬
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

落
合
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

高 岩 大 大 高 

館 長 名 

岡 城 野 野 岡 

幸 岩 玉 伊 文 

友 夫 雄 平 雄 

ク ク 〃 H S 

就 任 

一 一 

六 
一 五 

四 ○ 九 

四 四 四 四 四 

大 高 大 岩 大 

主 事 名 

野 岡 野 城 野 

千 幸 良 岩 寛 
代 十 
利 友 博 夫 郎 

ク ク ク H S 

就 任 

一 一 

四 二 
五 

四 一 九 

四 四 四 四 四 

西桝 本井 

山 

坂 本 

館 長 名 

輪 之 輪 
田 内 田 

重 隆 懸 輝 

信 雄 則 保 光 

ク ク∴∴∴ク 〃 H S 

就 任 

一 一 

四 元 
五 

四 
一

ノヽ 九 

四 四 四 四 四 四 

久 岡 

山松 本岡 岡菅 部 西 田 

主 事 名 

万 
川 部 

史 史 住 満 

慈 夫 進 功 夫 夫 文 

〃∴∴∴ク ク∴∴∴ク ク H S 

就 任 

七 四 二 元 
五 
九 

四 四 四 四 四 四 四 

第
二
章

社
会
教
育

二
三
七
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育

露
峰
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

中 中 古 

館 長 名 

野 岡 田 

徹 安 

彦 登 功 

ク H S 
〇〇〇 就 
ハ 

一一一● 

一 一 一.一 

任 
四 四 四 

山 鈴 光 大 白 

主 事 名 

中 木 石 野 石 

泰 秀 昭 敏 

文 明 功 彦 夫 

ク ウ ノ プ H S 

就 任 

ー」」 

ハ 
四 二 八 三 

四 四 四 四 四 

2

青
少
年
教
育

久
万
町
青
年
団

父
野
川
公
民
館
歴
代
館
長
・
事
務
長

片 佐 上 高 佐 

館 長 名 

岡 伯 岡 岡 伯 

重 幸 幸 

雄 男 保 照 男 

ク ク 〃 H 
S 」一 

就 任 

ノヽ 

八 七 四 

四 四 四 四 四 

福 宮 松 亀 脇 

琵 

積 崎 岡 岡 田 

安 武 勝 浦 富 

雄 志 廣 弘 

ク ク ク H S 

就 任 

_」」_ 

ハ 
八 七 四 

四 四 四 四 四 

二
名
公
民
館
歴
代
館
長
・
主
事
一
覧
表

松 中 西 神 

館 長 名 

下 田 山 西 

敏 健 伊 

幸 潔 
佐 
男 

ク ク H 
S ⊥ 

就 任 

ハ 
ノヽ 

一 

四 四 四 四 

土 平 岩 中 音 中 

主 事 名 

居 戸 口 田 木 村 

勝 敏 俊 俊 拾 
一〇」 

事 実 弘 郎 和 ノヽ 志 

〃∴∴∴ケ ク ク H S 

就 任 

_」 

四 二 ノヽ 四 二 
ハ 

四 四 四 四 四 四 

_晋 

年 度役 名 

一 一 一 一 一 
7七 

五 四 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 年 

猪 小 菅 窪 渡 和 石 岡 水 日 大 西 土 

団 長 

羽 川 田 部 田 丸 田 谷 野 野 岡 居 
壮 ク ケ 

由 龍 
一 

成 和 有 雄 
寿 

文 充 功 浩 憲 
秀 彦 郎 志 孝 治 治 昭 裕 人 之 

菅 坪 小 中 窪 筒 和 石 岡 正 大 上 大 大 

副 団 長 

谷 倉 田 田 井 田 丸 田 岡 野 岡 野 野 

雄 頼 佳 紀 恵 憲 有 雄 
寿 

俊 
晃 

浩 
晃 

ノク 

正 
介 都 昌 子 子 政 治 治 彦 司 博 

伊 小 川 小 

菅 雄 

丸 日 坂 井 士 口 長 武 青 

藤 敦 倉 佳 崎 美 川 秀 山 由 野 知 

本 

上 恭 田 笑 

山 

智 由 

浦 木 
〃 あ み 真 加 

ゆ ど 智 寿 
志 昌 佳 隆 介 紀 美 み 子 子 り 香 子 美 

岡 

誠 
也 

坪 伊 谷 小 窪 渡 片 大 水 渡 成 

事 務 局 長 

谷 藤 本 倉 田 部 岡 平 谷 浦 部 本 

頼 敦 佳 成 和 

ク 

伸 
美 

文 

ク 

丞 

ク 

定 靖 津 
都 志 茜 昌 志 孝 彦 雄 昭 治 明 子 



3

婦
人
教
育
(
婦
人
会
)

久
万
町
婦
人
会
会
長
・
副
会
長
一
覧
表

ー 一 元平 年 
五 四 

一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 年成 虔 

田 長 竹 玉 ∠ゝ 

村 山 井 水 

雪手 長 氏 名 

ク ケ ウ ノ γ ク ′ r フ 〃 ケ ク ク ク 

昭 ヽ 充 繁 
子 子 子 子 

久 々万 

町 

ク ウ ノ ツ ケ ′ ク 諒ク 久 々∴∴∴∴ク万

々 

町 

父 ク野 
川 

所 属 支 部 

川手 平宇 大字 佐長 染岡 副 
崎都 戸部 野都 々山 次 会 

ク 〃 ク 〃 〃 ク 美宮ク ク 宮ク 〃 官 〃∴ケ∴∴ケ ク∴∴ク∴ク 木フクク ク ク 長 
代悦 千悦 一悦 麗ミ 探勝 氏 
子子 明子 美子 子子 子子 名 

露上 二上 露上 露直 久直 

所 属 支 部 

ク 〃 ケ ク ク ク 野 ケ 〃 野 〃 ク 野ク∴ク∴∴ク ク クク クク クク 万 
峰尻 名尻 峰尻 峰瀬 町瀬 

字 菅 田 宇 事 
都 村 都 務 

ク 官 ク ′ ン 〃 ′ ア ク メ ツ ケ ク ク ク 官 局 

悦 ツ さo 悦 長 
子 エ 子 子 名 

上 々野 

尻 下 三 瀬 

ノ ウ ′ ク

春∴ク
′ ツ ケ ク ク 

上 々野 

尻 
所 属 支 部 

第
二
車

社
会
教
育

元
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壮
年
教
育

久万町壮年会役貝名簿

農 役職名 本 会 明神分会 久万分会 畑野川分会 直瀬分会 父二峰分会 野尻分会 

墨 全 四 ̃ 

会 長 大野 陸別 和田 勝一 高橋 早良 大西 武志 菅 高夫 神西伊佐男 

副会長 
橋本猛 染次集 渡部昭一 

重藤 治 西岡 茂 西山 保 菅 重雄 山之内 保 

童 桑原 義光 石本 博一 大野 頼久 香川 朝光 恩地 繁 

事務局長 大北 利朗 大下 保 市川 享 宮城 昭幸 大野 護 河野 勝利 

会 長 大野 陸別 重藤 治 高橋 早良 西山 保 菅 重雄 神西伊佐男 

副会長 
橋本・猛 染次集 渡部昭一 

露口 育夫 石本 博一 渡部 恒行 香川 朝光 山之内 保 

簑 

古田 邦博 市川 享 八塚 昭栄 大野 康満 高岡 照 

事務局長 大北 利朗 大下 保 西山 保 武市 撤 長曽我部博 河野 勝利 

四 五 震 

会 長 大野 隆則 露口 靖 高橋 早良 西山 保 大野 玉雄 恩地 繁 

副会長 
渡部昭一 染次集 神西伊佐男 

露口 育夫 西岡 茂 
八塚 昭栄 

小椋 豊吉 高岡 照 

古田 邦博 石本 博一 長山喜久夫 速水 健一 

事務局長 大北 利朗 大下 保 市川 享 宮城 昭幸 長山 敦志 河野 勝利 

六 七 農 

会 長 菅 俊三 古田 邦博 石本 博一 八塚 昭栄 長山喜久夫 高岡 照 

副会長 
神西伊佐男 大西武志 鈴木知郎 

西村 俊勝 西岡 茂 日野 朝雄 菅 弘一 速水 健一 

窪田 正雄 宇都宮秀雄 平岡 和美 小椋 豊吉 久保 国弘 

事務局長 高橋 早良 大下 保 池田美智春 宇都宮隆祝 長曽我部博 白石 恭介 

ノヽ 九 崖 

会 長 市川 享 大下 保 石本 博一 八塚 昭栄 菅 弘一 速水 健一 

副会長 
神西伊佐男 西山保 長山喜久夫 

西村 俊勝 山本 一久 片岡 利昭 小椋 豊吉 中野 徹彦 

永井 将司 渡部 浩二 高岡 保 中堀裕太郎 西本 隆雄 

事務局長 高橋 早良 西村 俊勝 山本 一久 片岡 利昭 中堀裕太郎 山之内 保 

○ 

会 長 市川 享 西村 俊勝 山本 一久 片岡 利昭 中堀裕太郎 山之内 保 河野 忠康 

副会長 石本博一 速水健一 
窪田 正雄 山之内秀雄 石田 信男 菅 弘一 成本 弘 正岡 隆義 

農 

長山喜久夫 
一松 匡介 渡部 浩二 白山 勝由 大野 育夫 中野 徹彦 宇都宮秀雄 

事務局長 大下 保 石丸 且久 浮田 幸路 日野 清治 長曽我部博 河野 勝利 大野 正志 

会 長 市川 享 古田 邦博 山本 一久 高岡 保 大野 育夫 中田 健一 中里 史郎 

副会長 
石本 博一 

菅原 伸一 山之内秀雄 白山 勝由 中越裕太郎 光石 功 梶川 二郎 

四 崖 

山之内保 菅弘一 
石丸 且久 渡部 浩二 八塚 範彦 高岡 安 古川 祐二 山本 安雄 

事務局長 大下 保 竹内 利幸 浮田 幸路 片岡 利昭 長曽我部博 河野 勝利 大野 正志 
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高
齢
者
教
育

老
人
会
役
員
(
平
成
一
四
年
度
̃
)

6

P

丁

A

久
万
町
P
丁
A
連
絡
協
議
会
役
員
名
簿

婦 人 

露 下 直 直 畑 畑 畑 畑 野 久 久 久 入 明 明 

ク ラ 峰 名 直 瀬 瀬 野 川 野 川 野 川 野 川 尻 万 万 万 野 神 第 神 第 

老 明 
瀬 朗 北 長 南 長 

北 老 人 南 老 人 西 老 人 東 老 人 

明 
下 帯 中 高 上 馬 

福 
老 人 老 人 

ブ の 

松 生 生 寿 寿 
ク ラ ク ラ ク ラ ク ラ 

友 砂 砂 砂 寿 
ク ラ ク ラ 

名 称 

部 会 会 会 会 会 ブ プ プ プ 会 会 会 会 会 ブ ブ 

白 大 西 曽 高 菅 ノヽ 土 佐 秋 田 日 竹 松 泉 
∠ゝ 

石 野 山 我 岡 塚 居 伯 本 坂 野 井 尾 好 

コ手 長 名 

蕉 喜 定 文 繁 悦 桃 軍 正 嘉 史 良 

栄 男 箕 之 雄 隆 次 衛 平 宏 教 彦 昭 清 雅 

部 監 会 副 監 役 
∠ゝ 

長 事 長 本 長 事 職 

露 露 直 直 直 上 下 下 蕾 久 菅 久 入 西 東 住 
峰 峰 名 瀬 瀬 瀬 年 畑 畑 畑 生 万 生 万 野 明 明 所 
中 落 官 士 口 下 仲 休 野 野 野 中 町 北 町 新 神 神 
村 合 成 久 之 組 止 川 川 川 野 曙 村 古 春 沖 中 

段 下 上 南 村 町 日 組 
西 田 狩 台 
之 場 一 

浦 

一 一 一 
年 

四 
一一一一一 一 

度 一 一 

事 監 副 会 事 監 副 会 事 監 副 会 
役 

務 ク ク∴ク 会 務 ク ク∴ク 会 務 ク ク ク 会 職 

周 章 長 長 局 亭 長 長 局 事 長 長 
名 

窪 大 正 同 大 大 菅 中 産 加 大 大 大 昔 岡 富 久 藤 大 加 田 

氏 名 

田 野 岡 本 野 北 日 田 藤 平 野 北 川 俣 田 野 藤 中 

恵 秋 知 明 和 敬 洋 紀 正 博 英 和 敬 洋 

異能光美か博 子子広恵雷副茂 子 義 司 美 也 朗 志 子 市 副 美 也 朗 志 

久 直 明 久 畑 久 久 久 二 明 明 畑 久 久 久 畑 父 直 久 明 久 

所 属 P T A 輔弼 緋曙 輔緯 
貝 T T T T T T 貝 T T T T T T 貝 T T T T T T 

名 
会 A A A A A A 会 A A A A A A 会 A A A A A A 

久 直 明 久 畑 久 久 久 二 明 明 畑 久 久 菅 畑 露 直 上 明 久 

住 所 

野 野 野 野 

万 瀬 神 万 川 万 万 万 名 神 神 川 万 万 生 川 崎 瀬 尻 相 方 

第
二
車

社
会
教
育
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育

単
位
P
丁
A
会
長
名
一
覧
表

久 二 父 直 畑 久 明 二 露 直 畑 久 明 

P T A 名 冨生理講謂聾講 
T T T T T T T T T T T T T 

A A A A A A A A A A A A A 

田 窪 久 菅 上 大 加 友 菅 簾 中 巣 山 

氏 名 

之 中田保岡野藤井能田倉次元 
正 光 豊 津 か 博 利 真 美 明 章 初 

奉 度 お 寿 
茂 市 広 志 二 り 副 幸 吾 穂 二 治 枝 

菅 窪 丸 光 大 大 加 中 恩 大 大 染 大 

氏 名 

田 山 田 野 北 藤 田 地 野 崎 次 平 

洋 正 泰 和 敬 博 孝 義 事 故 革 具 
牢 度 

志 市 孝 次 也 朗 副 治 浩 子 志 治 美 

菅 坂 西 大 大 大 正 上 久 石 大 字 石 

氏 名 

四 

都 
本 野 野 野 北 岡 本 保 丸 高 宮 丸 

洋 英 秋 和 故 知 孝 陽 み 明 尚 
年 度 

ゆ 
志 二 繁 義 也 朗 司

一 生 き 司 浩 子 

7

文
化
協
会

久
万
町
文
化
協
会
役
員
名
簿
(
平
成
一
五
・
一
六
年
)

監 副 会 職 
′ ′ ′ ∠ゝ 
ン 

事 

′ ′ 

コ手 長 長 名 

山 秋 尾 篠 谷 高 

氏 名 

之 本 形 原 口 岡 
内 伊 

保 強 
冴 

豊 
文 

子 夫 雄 

露 上 束 久 

名 直 瀬 

住 所 

野 明 万 
峰 尻 神 町 

備 考 

会 事 願 

職 名 

務 ク ク 

計 局 問 

岡 猪 中 西 玉 
氏 

羽 岡 田 水 

誠 由 
登 

友 寿 
名 也 秀 清 

露 
住 

峰 
所 

教 教 教 町 

備 考 

育 育 育 
委 委 長 長 
貝 貝 
∠ゝ 会 
本 罫 

コ 書 劇 カ 郷 俳 短 美 歌 読 民 吟 舞 万 

部 門 

l ラ 

)レ 

土 研 

舞 

ス 道 団 夕 究 旬 歌 術 伎 書 踊 詠 踊 歳 

休 
山 之 真 木 秋 本 渡 部 小 倉 大 堀 伊 東 段 ノ 佐 藤 川 本 石 本 

菅 
徳 田 

氏 名 

内 上 ト 

会 
保 輝 彦 強 

昭 
宗 清 静 朗 嘩 シ 子 洋 子 和 弘 敦 子 知 重 

露 久 上 上 西 菅 久 直 久 露 大 久 下 

住 所 

万 野 
畑 野 

明 万 万 万 
畑 野 

峰 町 尻 川 神 生 町 瀬 町 峰 野 町 川 

俳 剣 手 山 太 大 囲 将 筆 写 獅 茶 華 

部 門 

味 詩 革 正 子 

線 画 舞 芸 会 鼓 琴 碁 棋 曲 真 舞 道 道 

休 会 

土 居 信 子 

段 ノ 岡 田 

大 野 睦 郎 佐 藤 豊 

宇 部 

黒 田 伸 夫 高 橋 早 良 新 崎 尚 子 

石 本 博 

今相 井原 

田 中 満 江 

氏 名 

上 須 宮 

繁 知 

美 

鴫 江 美 江 悦 子 代 子 

久 直 上 菅 上 久 東 菅 下 久 上 

住 所 

万 野 ク ク 野 万 明 
畑 野 

万 野 

町 瀬 尻 生 尻 町 神 生 川 町 尻 



平
成
一
五
年
度
久
万
町
文
化
協
会
事
業
報
告

一 一 一 一 一 一 八 四 

月 四 
一 一 一 一 一 一 ○ 0 ○ 九 九 八 月 七 七 七 七 六 月 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 ノヽ 月 月 月 月 月 I二 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 

二七 

日 八 ○ 四 ○ 六 八 一 九八 ○ 八 七 九 九 九 七 五 六 九 

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日・ 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 

土 金 日 

曜 日 

火 日 月 土 日 日 水 火 金 金 日 水 火 火 日 金 水 金 I 

日 土 火 

文 文 文 新 夢 新 久 上 久 久 久 久 久 伊 文 久 久 文 五 七 文 文 み 

事 業 名 

化 化 化 春 の 春 万 浮 万 万 万 万 万 予 化 万 万 化 神 夕 化 化 ど 

協 協 協 囲 会 カ 町 穴 町 町 町 町 町 民 協 町 町 協 太 競 協 協 り 

会 会 会 碁 チ )レ 
士量 子ミ 郡 舞 吟 俳 文 大 踊 会 俳 納 会 鼓 書 会 会 の 

総 顕 理 ヤ 夕 能 吟 踊 詠 旬 化 正 発 理 旬 涼 臨 会 町 理 日 

会 彰 事 将 l) 大 発 詠 発 剣 大 祭 琴 表 事 ポ ま 時 ○ 外 事 記 
推 会 棋 テ 会 表 剣 表 詩 会 発 会 会 ス つ 総 周 研 会 念 
薦 ( 大 イ 会 詩 会 舞 表 ( ト り 会 年 修 :

(
ヽ 山 

委 第 会 l 舞 発 会 第 表 記 第 革 
貝 シ 発 表 彰 念 一 展 
会 回 ヨ 表 会 回 公 回 

ヽヽ〇一′ 

l 会 
) 

演 
) 

久 久 久 久 産 久 産 柳 明 ふ 久 露 産 久 教 商 久 産 久 新 久 物 

場 所 

万 万 万 万 業 万 業 谷 名 神 る 万 峰 業 万 育 店 万 業 万 居 万 産 
町 町 町 町 文 町 文 村 公 公 さ 海 公 文 町 委 街 町 文 町 浜 町 館 
民 民 民 民 化 民 化 民 民 と 洋 民 化 民 貞 や 民 化 市 民 み 
館 館 館 館 会 館 会 ヽ"- 」 館 館 旅 セ 館 会 館 会 ま 館 会 館 ど 

館 館 か 行 ン 館 な 館 り 

げ 村 タ み 

l 

備 考 

第
二
車

社
会
教
育

二
四
三



平成15年度文化協会決算書

歳入総額 659,242円

歳出総額 336,608円

次年度繰越 322,634円 30周年記念車業積立30万円

歳 入

項 目 
本年度 予算 本年度 決算 

比 較 
説 明 

増 減 

繰 越 金 312,199 312,199 平成15年度繰越金 

補 助 金 200,00 200,000 社会教育団体補助金 

会 費 130,000 103,600 26,400 会費一人200円×518人 

雑 収 入 7,801 43,443 35,642 賛助金、預金利子等 

合 計 650,00 659之42 9之42 

項 目 
本年度 予算 本年度 決算 

比 較 
説 明 

増 減 

賃 金 10,00 0 10,000 

報 償 費 10,000 20,000 10,000 五神太鼓20周年記念大会寸志 

旅 費 20,000 6,320 13,680 役員交通費等 

需 用 費 150,000 93,358 56,642 

消耗品費73,868 食料費13診85 

印刷費 6,205 

役 務 費 20,000 6,180 13,820 レタックス、ハガキクリーニング代 

使用料及び賃借料 200,000 185,750 1生250 

公民館使用料、産文使用料 

バス借上料、タクシー代 

負 担 金 25,(則 25,000 0 県文化協会・七夕親書会負担金 

予 備 費 215,000 0 215,000 

合 計 650,000 336,608 313,392 

第
六
編

教

育

二
四
四
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同
和
教
育

久
万
町
同
和
教
育
協
議
会
役
貝
(
任
期
平
成
一
三
年
度
総
会
̃
平
成
一
五
年
度
総
会
)

理 監 副 会 
役 

∠ゝ 
ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク 〃 ク ク 

:王手 

職 
事 事 長 長 

宇 自 露 粟 松 森 小 田 市 曽 菅 高 中 日 辻 山 商 森 高 古 玉 

氏 名 

都 宮 石 口 下 下 之 本 川 村 川 我 岡 岡 野 田 内 岡 川 岡 田 水 

基 

教 育 宗 日 武 龍 昭 

享 

走 洋 和 

登 

義 正 司 明 照 幸 

隆 

寿 

夫 孝 出 夫 雄 彦 子 之 志 夫 治 明 郎 彦 雄 友 清 

学 校 教 育 部 長 

四 国 電 力 ㈱ 久 万 営 業 所 長 

上 浮 穴 郡 建 設 協 会 代 表 久 万 広 域 森 林 組 合 代 表 

松 山 市 農 協 久 万 高 原 支 所 代 表 

運 動 団 体 代 表 

久 万 町 青 年 団 長 久 万 町 婦 人 会 長 久 万 町 壮 年 会 長 

久 万 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 長 
久 万 町 P T A 連 絡 協 議 会 長 久 万 町 人 権 擁 護 委 員 会 袋 

久 万 町 社 会 福 祉 協 議 会 長 

上 浮 穴 高 等 学 校 長 

久 万 町 校 長 会 長 

上 畑 野 川 公 民 館 長 

久 万 町 商 工 会 長 

麗 県 同 鶏 議 会 久 万 支 部 

久 万 町 公 民 館 連 絡 協 議 会 長 

久 万 町 教 育 委 貝 会 教 育 長 

久 万 町 長 

所 属 

長 

久 畑 

備 考 

万 野 

中 川 

学 校 

小 学 校 

長 

事 事 理 
役 

務 務 
〃 ク 

局 員 局 長 

〃 ク ク ク ク∴∴∴ク ク 

事 
職 

河 野 近 藤 

菅 

山 本 高 岡 浅 井 西 田 岡森 田永 中水 岡谷 

氏 名 

輪 
田 

勝 正 徹 重 幸 一 友 隆 亮 
郎 

利 倍 夫 進 信 友 治 綱 進 登 一 

町 久 久 久 父 直 畑 久 明 行 福 祉 

所 属 

民 万 万 万 瀬 野 万 神 政 祉 会 
福 町 町 町 峰 地 川 地 地 部 部 教 
祉 立 教 教 地 区 地 区 区 長 長 育 
課 入 育 育 区 運 区 運 運 部 

野 委 委 運 営 運 営 営 長 
福 員 貞 営 委 営 委 委 
祉 会 会 委 貝 委 貝 貝 
館 担 総 貝 会 貝 会 会 
主 当 務 会 運 会 運 運 
事 者 課 運 営 運 営 営 

長 営 委 営 委 委 
委 貝 委 貝 貝 
貝 長 貝 長 長 
長 長 

備 考 

第
二
章

社
会
教
育

二
四
五



久万町体育協会歴代役貝名簿

(昭和63年一平成元年)

年度 役職名 
昭和63-平成元年 2へ3年 4へ5年 6-7年 

会 長 河野 修 河野 修 大野 章 大野 章 

副 会 長 
大野 章 大野 章 

矢野計雄 佐伯正俊 佐伯誠一 

佐伯 正俊 
日野 嘉彦 日野 嘉彦 佐伯 誠一 

理 事 長 上岡 義幸 上岡 義幸 井上 徳義 井上 徳義 

事 務 局 長 佐伯 泰 佐伯 泰 浮田 幸路 
大西洋三 古田章 

監 事 
宮脇 弘 宮脇 弘 宮脇 弘 丸山 淳 
真木 孝志 真木 孝志 丸山 淳 西村 俊勝 

顧 問 

河野修 上岡義幸 玉水寿清 河野修 上岡義幸 玉水寿清 

学 歴 経 験 者 

小田 絹子 小田 絹子 小田 絹子 小田 絹子 
関井 義弘 閑井 義弘 関井 義弘 関井 義弘 
西森 勧 西森 勧 西森 勧 西森 勧 

野 球 
協会長 上岡 義幸 上岡 義幸 上岡 義幸 岡田 愛三 

副協会長 河野 勝利 河野 勝利 河野 勝利 河野 勝利 

ソフトボール 
協会長 丸山 淳 丸山 淳 古固 守人 古間 守人 

副協会長 中里 史郎 中里 史郎 山本 一久 山本 一久 

理 
バレーボール 

協会長 西田 清文 光田 健 光田 健 光田 健 

副協会長 光臨 健 日野 修三 倉橋 克直 倉橋 克直 

事 

ス 
協会長 佐伯 誠一 佐伯 誠一 小倉 澄夫 小倉 澄夫 

ア 
副協会長 小倉 澄夫 小倉 澄夫 ※山内賢彦 

卓 球 
協 会長 安藤 正孝 安藤 正孝 玉井 経寿 玉井 経寿 

副協会長 近森 芳数 近森 芳数 近森 芳数 近森 芳数 

陸 上 競 技 
協会長 坂本 好直 坂本 好直 坂本 好直 坂本 好直 

副協会長 西村 俊勝 日満 貫 日満 貫 日満 貫 

サ ッ カ
ー 
協会長 山本 寛治 山本 寛治 山本 寛治 山本 寛治 

副協会長 加藤 博副 加藤 博副 加藤 博副 加藤 博副 

ス キ 
協会長 冨岡 久男 冨岡 久男 冨岡 久男 冨岡 久男 

副協会長 西田 守 西田 守 西田 守 西田 守 

剣 道 
協会長 矢野 計雄 矢野 計雄 

矢野計雄 佐伯正俊 
佐伯 正俊 

副協会長 宇都宮 茂 宇都宮 茂 宇都宮 茂 大野 勝義 

柔 道 

協会長 木村 孟 木村 孟 渡部 裕二 
渡部裕二 山之内章 

副協会長 渡部 裕二 渡部 裕二 山之内 章 
山之内革 新岡津 

バドミ ント ン 
協会長 井上 徳義 井上 徳義 渡部 敏彦 渡部 敏彦 

副協会長 渡部 敏彦 渡部 敏彦 井上 徳義 井上 徳義 

ゴ ル フ 
協会長 大野 広之 渡部 登 東岡 信一 

東岡信一 河野忠康 

副協会長 高野 京城 菅 洋志 菅 洋志 ※日野修三 

スポーツ少年団 本部長 日野 嘉彦 日野 嘉彦 玉水 寿清 玉水 寿清 

※種目協会事務局長
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久
万
町
体
育
協
会
役
貝
名
簿
(
平
成
八
年
四
月
一
日
-
一
〇
年
三
月
三
一
日
)

久
万
町
体
育
協
会
役
員
名
簿
(
平
成
一
〇
年
四
月
一
日
-
二
牢
三
月
三
一
日
)

会 事 理 副 会 

役 名 

務 局 

事 ク 会 

計 長 長 長 長 

石 板 井 岡 佐 佐 

氏 名 

村 崎 上 田 伯 伯 

光 鴫 徳 愛 誠 正 
四 

郎 海 義 
一 俊 

菅 野 菅 久 

住 所 

〃 ク 万 

生 尻 生 町 

顧 監 
役 

ク ク ク 

問 

ク 

事 
名 

大 玉 上 河 冨 西 

氏 名 

野 水 岡 野 岡 村 

寿 義 久 俊 

章 清 幸 修 男 勝 

久 父 久 野 久 明 

住 所 

万 野 万 万 

町 川 町 尻 町 神 

会 事 理 副 会 

役 名 

鷲事 
ク 会 

計 長 長 長 長 

大 大 井 岡 佐 佐 

氏 名 

西 西 上 田 伯 伯 

洋 洋 徳 愛 誠 正 

三 義 俊 

畑 菅 久 

住 所 

ク 野 ク ク 万 

川 生 町 

顧 監 
役 

〃∴∴∴ク ク∴∴〃 

間 

ク 

事 
名 

田 大 玉 上 河 冨 西 

氏 名 

中 野 水 間 野 岡 村 

純 寿 義 久 俊 

二 軍 清 幸 修 男 勝 

野 久 父 久 野 久 明 

住 所 

万 野 方 万 

尻 町 川 町 尻 町 神 

理

事

ス ゴ バ 陸 柔 剣 ス サ 卓 テ バ ソ 野 種 

言三三三三三三三三三 

レフ 

目 協 会 団 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 

玉 河 渡 坂 山 水 冨 山 玉 小 光 古 間 

氏 名 

種 
之 

水 野 部 本 内 谷 岡 本 井 倉 田 岡 田 

寿 忠 敬 好 宏 久 寛 経 澄 守 愛 目 

清 康 彦 直 幸 之 男 治 寿 夫 健 人 三 

協 会 

父 上 下 東 久 野 露 菅 直 入 久 

住 所 

野野欝ク明ク万 万 長 

川 尻 川 神 町 尻 峰 生 瀬 野 町 

※ 井 ※ 新 大 西 加 太 織 倉 山 河 

氏 名 

副 会 長 

目 上 窪 岡 野 田 藤 野 川 橋 本 野 
野 田 

徳 勝 博 文 真 克
一 勝 

修 正 

( ※ 事 務 局 き 

三 義 雄 洋 義 守 副 昭 二 直 久 利 

下 菅 東 大 上 乗 露 下 久 露 

住 所 

欝
明 々野明 欝ク万 

川 生 神 野 尻 神 峰 川 町 峰 

ス ゴ バ 陸 柔 剣 ス サ 卓 テ バ ソ 野 種 

二三三三三三三三 

レフ 

目 協 会 団 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 

古 高 波 坂 山 水 高 加 山 小 目 河 岡 

氏 名 

種 
之 之 

田 市 部 本 内 谷 野 藤 内 倉 野 野 田 

彰 敏 好 宏 宗 博 澄 修 恩 愛 目 

隆 雄 彦 直 幸 之 城 副 保 夫 三 康 三 

協 会 長 

上 久 上 束 久 上 乗 露 管 下 上 久 

住 所 

野方鱒ク明方野明 鶴野万 
尻 町 川 神 町 尻 神 崎 生 川 尻 町 

真※井伊日※浮新佐板田 和 近 織 山 山 河 

氏 名 

副 会 長 

木管上藤浦窪田岡伯崎村 田 森 川 内 本 野 
田 

芳 徳孝 幸 相場信 雅 芳 真
一 勝 

洋 正 

( ※ 事 務 局 き 

文恵義平貢雄踏洋洋海介 志 敬 二 弘 久 利 

久菅東菅東久入久上久 東 久 下 久 露 

住 所 

所明明方万野方明万鰐ク万 
町生相生神町野町尻町 神 町 川 町 峰 
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久
万
町
体
育
協
会
役
員
名
簿
(
平
成
一
二
年
四
月
一
日
̃
一
四
年
三
月
三
一
日
)

二
四
人

久
万
町
体
育
協
会
役
員
名
簿
(
平
成
一
四
年
四
月
一
日
̃
一
六
年
三
月
三
一
日
)

会 事 理 副 会 

役 名 

鷺事々会 
計 長 長 長 長 

大 大 井 岡 佐 佐 

氏 名 

西 西 上 田 伯 伯 

洋 洋 徳 愛 誠 正 

三 義 俊 

畑 曹 久 

住 所 

ク 野 ク ク 万 

川 生 町 

みI∴∴∴′ ′ 

顧 監 
役 

ク ツ ブ タ 

間 

ケ 

事 
名 

古 玉 田 上 大 冨 西 

氏 名 

田 水 中 岡 野 岡 村 

寿 純 義 久 俊 

隆 清 二 幸 幸 男 勝 

野 父 野 久 明 

住 所 

野 ク 〃 万 

尻 川 尻 町 神 

監 会 事 理 副 会 

役 名 

鷲事々会 
事 計 長 長 長 長 

冨 山 山 井 松 佐 岡 

氏 名 

岡 内 内 上 岡 伯 田 

久 賢 賢 徳 誠 愛 

男 彦 彦 義 廣 

久 下 菅 久 

住 所 

万 ク 

欝ク 
ク 万 

町 川 生 町 

顧 監 
役 

ク 〃 ク音∴∴ク ク 

問 事 
名 

古 玉 田 佐 上 大 山 

氏 名 

田 水 中 伯 岡 野 
之 
内 

寿 純 正 義 

隆 清 二 俊 幸 章 保 

野 父 野 久 露 

住 所 

野 ク ク 万 

尻 川 尻 町 峰 

理

事

ス ゴ バ 陸 柔 剣 ス サ 卓 テ バ ツ 野 種 

言三三三三三三三三∴三 

レフ 

目 協 

団 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 

古 高 波 坂 山 水 高 加 岡 小 山 松 岡 

氏 名 

種 
之 

田 市 部 本 内 谷 野 藤 田 倉 内 岡 田 

彰 敏 好 宏 宗 樽 見 澄 愛 目 

隆 雄 彦 直 幸 之 城 副 己 夫 弘 廣 三 

協 会 

上 上 乗 久 上 東 久 菅 久 菅 久 

住 所 

ク野欝ク明方野明方 万 万 長 

尻 川 神 町 尻 神 町 生 町 生 町 

真 井 日 新 板 田 和 窪 織 目 板 中 

氏 名 

副 会 

木 上 浦 岡 崎 村 田 田 川 野 崎 里 

芳 徳 鳴 信 雅 ひ 真 優 登 史 長 

志 ( 

文 義 貢 洋 海 介 恵 み 二 司 文 朗 

※ 事 務 局 き 

久 菅 入 上 久 菅 二 下 上 直 上 

住 所 

万々 野方 聾野 野 

町 生 野 尻 町 生 名 川 尻 瀬 尻 

ス ゴ バ 陸 柔 剣 ス サ 卓 テ バ ソ 野 種 

言三三三三三三 

レフ 

目 協 

団 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 会 

西古高 波 坂 山 板 高 加 岡 小 目 松 岡 

氏 名 

種 
之 

田圃市 部 本 内 崎 野 藤 田 倉 野 岡 田 

友 彰 敏 好 鳴 宗 博 克 澄 優 愛 目 

三隆雄 彦 直 幸 海 賊 副 己 夫 司 廣 三 

協 会 

久上久 上 東 上 東 久 菅 上 菅 久 

住 所 

万野方欝〃明ヶ野明方 野 方 長 

町尻町 川 神 尻 神 町 生 尻 生 町 

佐 菅 井 日 新 佐 田 和 山 織 上 板 中 

氏 名 

副 之 
伯 上 浦 岡 伯 村 田 内 川 本 崎 里 

会 

和 洋 徳 和 信 雅 真 孝 登 史 長 

志 ( 

洋 志 議 員 洋 洋 介 志 保 二 一
文 朗 

※ 事 務 局 室 

久 菅 入 久 菅 露 下 露 直 上 

住 所 

ク万々 ク万
鶴

野 

町 生 野 町 生 峰 川 崎 瀬 尻 
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平成15年度体育協会決算書

歳入総額 2,349,552円

歳出総額 2診75,344円

差引残額 7生208円

特別会計 1,353,189円

内訳 1,000,000円 上同義華氏より(伊予銀行)

100,000円 田中絶二氏より(愛媛銀行)

253,189円 利息

(単位:円)

費 目 本年度決算額 年度予算額 増 減 備 考 

会 費 195,000 195,0(調 0 各協会より 

町 補 助 金 1,530,000 l,530,000 0 久万町より 

229,000 230,000 △1,000 郡社会人総体 

259之00 230,000 29,200 県スポレク祭 

県 補 助 金 80,000 70,000 10,000 県体協より 

雑 収 入 4 52 △48 預金利子 

繰 越 金 56,348 56,348 0 平成14年度より 

合 計 2,349,552 2,311,400 38,152 

歳出の部 (単位:円)

費 目 本年度決算額 本年度予算額 増 減 備 考 

会 議 費 36,514 35,000 1,514 理事総会他 

旅 費 38,000 20,000 18,000 
県体協評議員会・県体協創設80周年記 

念事業 

役 務 費 6,480 5,000 1,480 

事 務 費 26,250 30,000 △3,750 賞状・封筒作成 

負 担 金 85,000 60,000 25,0(調 
県体協・県スポーツ振興会・県体協創 
設80周年記念事業 

事 業 費 1,270,000 l,270,000 0 客協会へ 

派 遣 費 270,000 270,000 0 部外大会 

郡社会人総体補助 229,0(調 230,0(調 △1,000 参加チームへ配分 

県スポレク祭補助 259,200 230,000 29,200 参加チームへ配分 

活 動 補 助 金 0 70,000 △70,000 強化補助 

報 償 費 54,900 90,000 △35,100 スポーツ顕彰 

予 備 費 0 1,4(調 △l,400 

合 計 2,275,344 2,311,4(調 △36,056 
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二
五
〇

久
万
町
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
及
び
育
成
士
名
簿
(
平
成
一
五
年
四
月
現
在
)

永
年
功
労
賃

体
育
協
会
一
〇
周
年
特
別
功
労
賃

体
育
協
会
功
労
賞

一 
No. 一 一 

上 日 河 

氏 名 

岡 野 野 

義 嘉 

孝 彦 修 

S T T 
生 

千千 王子 四 
年 

ノ’し 「丁口 月 

一 一 
日 

天 フこ 

久 菅 上 

住 所 

万 野 

町 生 尻 

体 

活 動 

協 

′ ′ 
発 

γ ン 

星 種 
貝 

目 
献 

平 

表 彰 年 度 

成 
ケ ク 

七 

年 

体
育
協
会
二
〇
周
年
特
別
功
労
賃

臨 事 特 セ 課 所 

役 職 

時 務 
級 殊 

ン 夕 

職 

ク ク ク 

′ 職 

プ ク ク ケ ク 〃 ク ク 育 育 ク 十 

成 成 
育 成 

貝 貝 士 士 士 長 長 

非 常 非 常 非 常 

勤 務 形 態 

常 ク ク ク ′ ク∴∴∴ケ ク ク ク 〃 ク 常 ク 常 ク ク 

勤 勤 勤 勤 勤 勤 
i

(
ヽ ( ( ( ( ( ( ( :・

(
ヽ ( 

ク ク ク 兼 兼 ケ 非 専 ク 兼 
→ヽ--′ ヽ、_-/ ヽ、_一′ ヽ、_一′ ヽ、〇一′ ヽヽ__一 ヽヽ○○/ ヽヽ."′ ヽヽ_-′ 一、一千 

窪 今 仲 木 森 山 大 植 片 渡 佐 玉 橋 菅 浮 木 大 山 古 

氏 名 

田 井 渡 戸 内 野 本 岡 部 藤 泉 本 田 下 西 本 田 

正 美 尚 賢
一 誠 伸 走 理 広 徹 幸 勝 洋 

智 
雄 子 美 悟 博 彦 仁 滋 彦 明 昭 豊 綱 夫 路 也 進 隆 

佐 猪 山 窪 日 渡 大 窪 菅 和 河 正 坪 菅 石 

伯 羽 崎 田 野 部 政 田 田 野 岡 谷 村 

英 由 千 恵 文 和 公 成 あ 雅 勝 健 頼 隆 光 
ゆ 四 

秀 恵 子 博 孝 昭 志 み 志 利 司 都 則 郎 



国
体
参
加
選
手

1
 
0

上
浮
穴
文
化
会
館

一 一 一 一 一 
年 

五 四 
ク 〃i∴∴ク ク ク _ 〃 ク _ 一 

虔 

岡 白 白 大 丸 石 字 板 丸 白 字 丸 

氏 名 

都 都 
本 石 石 野 井 田 宮 崎 井 石 宮 井 

龍 雅 雅 こ 美 恵 純 良 美 雅 由 美 
ず 

一 也 也 恵 穂 里 斗 平 穏 也 生 穂 

ア ク ク 成 成 少 少 少 少 ク 少 

種 目 

)レ ロ ロ 年 年 年 年 年 年 ロ 年 
ペ ス ス 女 女 女 男 男 女 ス 女 
ン 力 カ 子 子 子 子 子 子 カ 子 
ス ン ン な ホ ソ ラ 剣 ホ ン ホ 

キ ト ト ぎ ツ フ グ 道 ッ ′ γ ト ツ 

l リ リ な ケ ト ビ ケ リ ケ 

I I た1 ボ 1 1 l l 

ス ス l ス 

キ キ ル キ 

l I l 

上 上 上 三 愛 聖 松 愛 松 上 松 

所 属 

浮 浮 浮 浦 媛 カ 山 媛 山 津 山 

穴 穴 穴 工 大 夕 城 大 南 ′ ′ 穴 南 
高 高 高 菜 学 リ 商 学 高 高 高 
校 校 校 ナ 高 校 校 校 

高 校 
校 

四 四 

備 考 

位 位 

渡

部

耕

大

君
(
F
I
S
国
際
ス
キ
ー
連
盟
)

一 八 

開 催 

月 月 月 月 月 
一一一一一 一 一 一 
一 一一一一 一一一 一一・〇一 

八 一 一 
日 

日 日 日 日 日 

F F F 長 全 

大 ∠さ、 

I 工 I 野 国 
S S S 県 ジ 
第 ワ ワ ス ユ 
一 

l l ノ 

○ )レ )レ l ア 

回 ド ド ボ 選 
全 カ カ l 手 
日 ツ ツ ド 権 
本 プ プ 選 大 

フミ 名 

ス 2 2 手 会 
ノ 0 0 権 

l 0 0 

ボ 4 4 

l 新 札 
ド 潟 幌 
選 
手 

優 

成 績 

位 勝 

上浮穴産業文化会館運営委員会委員

(任期 平成13年4月1ロー平成15年3月31日)

大
畠
財
団
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
(
平
成
一
五
年
三
月
二
六
日
受
賞
)

役職名 氏 名 所 属 団 体 等 

委 員 長 滝 野 志 久万町議会厚生文教委員長 

委員 タ グ ク ク ク ク 〃 ク 

高 岡 明 彦 久万町商工会長 

松 岡 良 雄 松山市農業協同組合久万高原支所長 

竹 本 俊 夫 久万広域森林組合長 

西 田 友 三 久万町文化協会長 

黒 田 浩 美 久万町教育委員長 

高 岡 幸 友 久万町公民館連絡協議会長 

曽 我 定 之 久万町老人クラブ連合会長 

田 村 昭 子 久万町婦人会長 

小 川 龍 彦 久万町青年団長 
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上浮穴産業文化会館利用状況

年 度 

利 用 人 数 
利用収入 

利用 回数 

主 な 事 業 等 
備 考 ホール 研修室 合 計 

12 人 8,327 人 6,906 人 15,233 円 792,710 回 157 

・社会保険相談 

・町内会長・納税組合長会 

・社会保険調査 

・夏期講座 

・地域別PTA研究集会 

・人形劇 

・国際交流サマーコンサート 

13 5,877 3,118 8,995 737,730 166 

・全国アメニティ大会 

・全国森林サミット 

・町芸能発表会 

・生き活きまつり 

・久万町生涯学習推進大会 

・市町村合併を考える会 

・ピアノ発表大会 

14 7,132 2,534 9,666 731,690 178 

・わらび座公演 

・松山劇場上浮穴特別巡業 

・上浮穴郡小中音楽発表会 

・天心流夢の会チャリティショー 

・郡消防合同連絡会 

・映画上演会「アンパンマン」 

・アフト企画 元祖ちび玉 

15 ( 

5,666 2,561 8,227 590,670 151 

・安心安全町作りコンサート 

・町長 ラグビー大会開会式 

掌 
・五神太鼓20周年記念大会 

1 菓 

・久万町戦没者追悼式 

・僧綱弥教室おさらい会 

墨 
・愛媛ハイランド 

・ミューズ音楽教室発表会 
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‖

久
万
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

久
万
町
レ
ク
リ
工
-
シ
ョ
ン
協
会
役
員
名
簿
(
平
成
一
五
・
一
六
年
度
)

1
 
2

図

書

館

久
万
町
立
図
書
館
長

理 参 顧 監 会 事 理 副 会 

役 職 

ク ク∴∴∴ク ク ク ク ク ク ク ク ク 

務 局 

事 会 

事 与 間 事 計 長 長 長 長 

岩 坂 名 井 高 小 大 大 西 井 岡 西 玉 真 渡 大 大 真 真 

氏 名 

間 本 智 村 岡 倉 野 野 田 上 田 田 水 木 部 西 西 好 木 木 

清 好 和 靖 ウ 貞 巧 満 徳 愛 友 寿 
一 

英 洋 洋 忠 孝 

敏 直 男 博 
メ 

子 保 未 文 義 清 男 雄 雅 志 子 郎 

入 野 蕎轟 神川 

ク 

久 万 町 菅 生 上 野 尻 
菅 生 霧 降 菅 生 

ケ 

久 万 町 父 野 川 上 野 尻 東 明 神 下 畑 野 川 下 畑 野 川 東 明 神 

ク 

上 野 尻 

住 所 

社 交 ダ 
オ リ エ 

久 万 磯 健 康 体 ゲ l ト 
ク ロ ツ レ ク ノヾ 

体 育 指 体 育 協 体 育 協 教 育 長 

町 長 

ゲ l ト レ ク リ 

ク 
教 育 委 ゲ l ト 

′ 

レ ク l) 

備 考 

ン ン 釣 操 ボ ケ レ 導 会 会 ボ エ 貝 ボ エ 

ス テ
ク 

り l l l 委 理 会 l l 会 l l 

( l ク イ ル 貝 事 長 ル シ )レ シ 
一 

リ ラ ン 長 長 ヨ ヨ 

五 ン ブ デ ン 
ン 

ン 

̃ グ イ ノ† ノ† 

一 ( ア レ レ 

六 個 カ l i 

年 人 ボ ボ 

度 会 l l 

休 員 ル ル 

部 
ヽ、一′′ 

ヽ○○/ 

一 一 

年 度 

五 
一 九 

I 
I - 

一 一一一一一 

四 ○ 

館 
館 

ク 〃 

長 
長 

西 古 玉 

氏 名 

田 田 水 

友 寿 

隆 清 

副 

職 名 

ク ク 館 

長 

木 冨 橋 

氏 名 

下 岡 本 

公 良 広 

昭 子 綱 

平
成
一
五
年
度
久
万
町
読
書
グ
ル
ー
プ
一
覧
表
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第
三
章

教
育
委
員
会

一
か
ら
四
ま
で
増
補
改
訂
版
参
照

五

平
成
の
教
育
委
員
会

1

教
育
の
基
本
方
針

ア

め
ざ
す
教
育

感
謝
の
心
に
支
え
ら
れ
た
、
豊
か
な
知
性
・
温
か
い
心
・
た
く
ま
し
い
実
践
力
を

育
て
、
国
際
社
会
に
お
い
で
も
尊
敬
さ
れ
る
、
生
き
生
き
し
た
町
民
の
育
成

○

豊
か
な
知
性
と
感
性
を
持
ち
、
文
化
を
愛
す
る
香
り
高
い
町
民
に
な
ろ
う
。

○

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
人
を
尊
敬
し
大
切
に
す
る
町
民
に
な
ろ
う
。

○

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
健
康
な
体
づ
く
り
を
進
め
よ
う
。

○

生
き
甲
斐
を
持
ち
た
く
ま
し
い
実
践
力
を
育
て
る
。

○

社
会
に
貢
献
で
き
る
町
民
に
な
ろ
う
。

イ

実
施
計
画

1

基
礎
を
確
か
に
築
く

小

棒
か
な
学
力
を
走
着
さ
せ
る
。
(
知
育
)

①

基
礎
学
力
の
充
実

②

個
性
に
応
じ
た
教
育
の
徹
底

③

学
び
の
喜
び
と
充
実
感
を
持
た
せ
る
。

㈲

豊
か
な
心
を
育
て
る
。
(
徳
育
)

①

民
主
的
精
神
と
人
権
感
覚
の
豊
か
な
人
間
の
育
成

2

二
五
四

②

体
験
活
動
を
重
視
し
、
社
会
に
生
き
る
力
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
育
て

る
。

③

し
て
い
た
だ
く
心
か
ら
、
何
か
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
心
と
実
践
力
を
育
て

る
。
(
要
求
か
ら
貢
献
)

㈲

た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
て
る
。
(
体
育
)

①

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
健
康
づ
く
り
に
つ
と
め
る
。

②

基
礎
体
力
の
充
実
を
図
る
。

③

「
遊
(
働
)
」
「
食
」
「
眠
」

の
調
和
し
た
生
活
習
慣
の
向
上
を
図
る
。

④

だ
れ
も
が
気
楽
に
参
加
で
き
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を

図
る
。

㈲

文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

支

え

る

㈲

家
庭
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

①

家
庭
生
活
の
充
実

②

家
庭
教
育
の
見
直
し
と
充
実

③

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立

㈲

体
験
活
動
の
重
視

①

体
験
学
習
・
社
会
体
験
活
動
の
充
実

②

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

③

生
産
的
・
創
造
的
活
動
の
機
会
づ
く
り
と
充
実

④

地
域
活
動
へ
の
積
極
的
参
加

㈲

1
T
教
育
を
進
め
る
。

①

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
学
校
間
交
流
の
促
進



②

高
速
通
信
環
境
を
授
業
に
活
用
す
る
研
究
の
推
進

③

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
で
き
る
I
T
環
境
の

充
実

④

障
害
者
の
就
業
を
支
援
す
る
I
T
教
育
の
推
進

㈲

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
の
推
進

①

不
審
者
対
策
の
充
実

②

防
犯
ベ
ル
の
着
用
と
意
識
の
高
揚

③

地
域
住
民
と
の
協
力
体
制
の
強
化

㈲

住
民
に
開
か
れ
た
学
校
・
公
民
館
活
動
の
推
進

①

地
域
の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
た
、
学
校
・
公
民
館
活
動

②

人
格
の
基
礎
づ
く
り
と
し
て
の
、
幼
稚
園
教
育
の
充
実

③

地
域
の
教
育
力
を
結
集
し
た
学
校
教
育
の
推
進

④

生
涯
教
育
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
活
動
の
推
進

⑤

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

公
民
館
活
動
へ
の
支
援

⑥

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

㈲

豊
か
な
文
化
活
動
の
充
実
を
図
る
。

①

郷
土
の
伝
統
文
化
に
親
し
み
、
愛
護
・
継
承
す
る
気
持
ち
を
育
て
る
。

②

文
化
活
動
の
活
性
化
に
つ
と
め
る
。

③

町
内
の
文
化
施
設
の
活
用
の
推
進
を
図
る
。

④

地
域
の
芸
術
や
歴
史
に
触
れ
る
機
会
の
拡
大
に
つ
と
め
る
。

㈲

人
材
の
活
用
と
養
成

①

隠
れ
た
人
材
の
掘
り
起
こ
し
と
活
用

第
三
章

教
育
委
員
会

②

職
分
の
自
覚
を
高
め
、
自
己
研
修
の
充
実
を
図
る
。

③

各
種
研
修
を
充
実
さ
せ
て
職
能
成
長
を
遂
げ
、
教
育
機
能
を
高
め
る
。



2。久万町教育行政のあゆみ
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二
五
六

年 月 あ ゆ み 

昭和 4 ・畑野川幼稚園落成 

6l ・少年の森体験学習開始 

63 

8 ・畑野川小学校新築落成 
1l ・上浮穴産業文化会館落成 

平成 元 

4 ・少年の森体験学習開始 

2 

3 ・横谷分校閉校 

・学校給食における学校・家庭・地域の連 

係推進事業 

3 4 ・直瀬小学校新築落成 

4 

3 ・久万小学校北校舎昇降機設置 
4 ・久万町生涯学習推進構想樹立 
9 ・町内小・中学校学校週5自制実施 
10 ・県へき地教育研究大会(直瀬小) 

5 

5 ・屋内ゲートボール場落成 

10 ・町内小・中学校へ温蔵庫設置 
12 ・みどりのふるさと環境フォーラム開催 

・みどりは友だち木のノート発行 

6 

4 ・みどりのふるさと留学制度創設 
7 ・まんまる木星探険隊交流事業開始 
9 ・二名小学校山村留学生来校 

7 

4 10 

・「わたしたちの久万町」発行 

・明神小学校校舎落成 

・明神・畑野川・直瀬幼稚園3年保育開始 

・全国へき地教育研究大会分科会会場 

8 

2 ・統合久万中学校調印式 
4 ・乳幼児学級開設 

9 7 ・久万町立図書館開館 

10 4 
・久万小学校特殊学級設置 

・家庭教育誌「強くやさしい子に」発刊 

11 

3 4 7 

・久万・畑野川・直瀬・父二峰中学校閉校 

記念式典 

・統合久万中学校校舎・屋内運動場落成 

・統合久万中学校開校式・入学式挙行 

・久万幼稚園3年保育開始 

・「田舎いっぱい体験inくま」事業実施重め 

8 ・久万中学校屋外教育環境整備事業完成 

12 

4 ・父二峰小学校特殊学級設置 

・「3出会いウイーク」体験事業開始 

・生涯学習出前講座開始 

13 

1 12 

・広報「くままち」広報紙町村Ⅱ部特選受 

賞 

・父二峰幼稚園設置許可 

14 

4 11 

・父二峰小学校校舎・幼稚園舎新築落成 

・直瀬小学校特殊学級設置 

・生涯スポーツフェスティバルIO2の開催 

15 

3 4 

・「石の民俗文化財」発刊 

・第37回愛媛県クラブ駅伝競走大会開催 

・畑野川小学校特殊学級設置 

16 

3 ・二名保育所・小学校閉校 

4 ・久万中学校特殊学級設置 

・父二峰小(幼)、二名小(保)統合式 

年 月 あ ゆ み 

昭和 

3 ・久万町教育委員会発足 

・直瀬幼稚園舎落成 

34 ・町村合併により仕七川小学校横谷分校は 

久万小学校横谷分校となる 

36 4 ・明神幼稚園舎落成 

37 

4 ・落合分校廃校久万小学校へ統合 

・二名僻地保育所開設許可 

39 5 ・直瀬中学校体育館落成 

40 

2 ・父二峰小学校体育館落成 

3 ・久万小学校本館落成 

4 ・久万小学校特殊学級設置 

41 

4 ・二名僻地保育所落成 

・露峰保育所2年保育開始 

42 

2 ・畑野川小学校体育館落成 
11 ・直瀬小学校プール落成 

43 

12 ・二名小学校プー)レ落成 

・久万中学校ブール落成 

44 

4 ・直瀬幼稚園2年保育開始 

8 ・明神小学校グランド照明完成 

・畑野川小学校プール落成 

45 

2 ・明神幼稚園2年保育開始 

3 ・「郷土 中学校下」発刊 
4 ・二名へき地保育所、露峰保育所3年保育開始 

8 ・父二峰中学校プール落成 

46 

3 ・久万中学校グランド照明完成 

8 ・久万小学校プール落成 

47 

3 ・久万町のくらし・上浮穴の生活発刊 

4 ・久万幼稚園2年保育開始 

7 ・久万町学校給食センター落成 

48 

4 ・二名小学校複式 

8 ・明神小学校新プール落成 

49 3 ・「上浮穴に光を掲げた人々」発刊 

50 3 ・「郷土と俳譜」発刊 

51 

3 7 

・久万小学校体育館落成 

・「上浮穴農林業史」発刊 

・直瀬中学校グランド照明完成 

53 1 ・久万幼稚園舎落成 

54 4 ・久万小学校特殊学級間級 

55 10 ・県へき地教育研究大会(直瀬中) 

56 

2 ・明神小学校体育館落成 

4 ・石墨小学校廃校同6年生4名直瀬小学校 
へ 

・久万公園グランド落成 

57 

3 ・久万小学校北校舎第1期工事落成 
10 ・久万町生涯スポーツフェスティバル開催 
12 ・久万小学校北校舎第2期工事落成 

58 4 ・B&G海洋センター落成 

59 

3 ・明神小学校本館・幼稚園舎落成 

7 ・二名へき地保育所移転改築 
12 ・二名小学校体育館落成 

60 8 ・「久万の伝説」発刊 



3

教
育
委
貝
名
簿

西 田 を 上 岡 連 

大 野 護 竹 内 勝 美 黒 田 浩 美 古 田 隆 渡 部 慣 行 

高 岡 

竹 井 史 

玉 水 寿 清 村 田 士 口 雄 

同 債 

南 門 頼 子 石 丸 剛 日 野 蕩 篤 実 

氏 名 

巳 

年 男 

久 万 町 上 畑 野 川 
直 瀬 名 上 野 尻 上 野 尻 下 畑 野 川 

直 瀬 久 万 父 野 川 霧 降 下 畑 野 川 東 明 神 直 瀬 菅 生 名 住 所 

ク 五 ク 四 

ク ケ 

ク 八 

ク ク 

ク 五 ク 六 

ク 
平 

考 査 〃 五 ブし 考 案 ク 五 i之耳 

昭 

就 任 年 月 

成 和 
実 

七 九 六 四 七 九 六 六 六 六 
/ ヽ 九 六 一 

九 七 九 五 毛 芙 八 美 九 五 一ヒ 九 
日 

ク ク ク ク 

現 ク ク ク ク 〃 ク ク ク 〃 ク 

平 成 

退 任 年 月 

職 五 四 六 八 五 

六 一 九 六 六 六 九 六 六 

く二⊃ 六 / ヽ 五 八 四 / 八 五 
日 

教 育 委 員 委 員 教 育 
ク 

委 員 教 育 
ク ク 

委 員 教 育 委 員 

略 歴 

長 長 長 長 長 早 長 長 長 

蔑 蔑 
ク 

蔑 
ク ク 

平 成 

ク 

蔑 
ク ク 

昭 和 

三三 ゴ壬 七 九 五 元 五 ブし 五 四 

/′

七 四 四 四 四 四 七 四 ⊂:> 六 七 九 

⊂> 七 五 五 毛 

現 現 ク 

平 成 

ク ク 

平 成 

ク 

平 成 昭 和 

・ク 

平 成 

職 職 五 五 九 七 四 
一′ヽ 

元 

六 九 六 ⊂:> 

⊂⊃ / ヽ 八 六 
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4

平
成
一
五
年
度

教
育
委
員
会
機
構

5

平
成
一
五
年
度

教
育
財
政

孟
ノヽ

一般会計歳出

教育費歳出内訳

第
四
章

増
補
改
訂
版
参
照



施 設 概 要

第
五
章

久
万
高
原
天
体
観
測
館

1.敷地面積1,600m2

2.施 設

(l)管理棟・プラネタリウム木造二階建

(外観一部三層城郭風)

延べ床面積 217.30Ⅱf

*プラネタリウム

(6mドーム、 40席リクライニング)

*マルチビジョン

(120インチ、 9面マルチスクリーン)

(2)天体観測館 鉄筋コンクリート二階建

延べ床面積 91.88壷

* 60cm反射赤道儀式望遠鏡 1基

(3)仮眠棟 木造平屋建 床面積 39.69壷

(4)スライディングルーフ

木造平屋建 床面積13.5m2 2棟

*28c皿シュミットカセグレン式望遠鏡

1基

* 20cⅢ反射式望遠鏡

*その他 小型望遠鏡

◎事業費概要

総事業費

二

施
設
・
設
備
の
概
要

一
建
築
の
経
緯

久
万
高
原
天
体
観
測
館
は
、
こ
の
地
方
の
特
質
で
あ
る
高
地
・
澄
ん
だ
空
気
・
夜

間
に
人
口
灯
火
等
の
影
響
を
受
け
な
い
。
松
山
方
面
よ
り
近
い
等
の
立
地
条
件
を
も

と
に
、
久
万
町
活
性
化
の
一
助
と
し
て
、
ま
た
一
般
の
方
々
か
ら
天
体
マ
ニ
ア
の

方
々
ま
で
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
旅
行
村
の
山
頂
の
一
角

に
平
成
四
年
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

第
五
章

久
万
高
原
天
体
観
測
館
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三

事
業
・
活
動
内
容

入
館
者
に
は
、
昼
間
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
パ
ネ
ル
展
示
に
よ

っ
て
、
ま
た
夜
間
は
望
遠
鏡
を
使
っ
た
天
体
観
望
会
に
よ
っ
て
、
星
空
の
神
秘
に
近

づ
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
同
時
に
、
当
館
の
周
囲
は
野
鳥
の
里
と
し

て
お
り
、
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
、
野
草
や
昆
虫
な
ど
自
然
観
察
の
場

と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

○

管
理
棟
及
び
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

江
戸
時
代
の
城
の
様
式
を
摸
し
た
星
天
城
に
は
、
六
㍍
ド
ー
ム
。
客
席
四
〇
の
プ

新わく星の発見と命名

利用状況(入館者数〉

平成11年度 12年度 13年度 14年度 

星 天 城 4,638人 4,516人 3,913人 4,741人 

(合プラネタリウム) (3,300人) (3,248人) (2,686人) (3,142人) 

天文台 (含仮眠棟) 
1,197人 1,145人 1,868人 1,263人 

合 計 5,総5人 5,661人 5,781人 6,0腿人 

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
る
。
季
節
毎
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

変
え
て
星
座
の
解
説
や
神
話
の
紹
介
を
行
っ
て
い

る
。
完
全
マ
ニ
ュ
ア
ル

(
手
動
)

投
影
機
な
の
で
、

学
習
投
影
等
に
も
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

ま
た
展
示
ホ
ー
ル
に
は
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
を
備
え

て
お
り
、
一
二
〇
㌢
の
大
画
面
で
天
体
や
野
鳥
の
ビ

デ
オ
を
上
映
し
て
い
る
。

○

天
体
観
測
館

天
文
台
に
は
四
国
最
大
級
の
口
径
六
〇
㌢
㍍
の
リ

ッ
チ
ー
ク
レ
チ
ア
ン
式
反
射
鏡
が
納
め
ら
れ
て
い

る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
っ
て
簡
単
に
目
的
の

星
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
観
望
会
で
は
望
遠
鏡

を
直
接
の
ぞ
く
こ
と
も
で
き
る
が
、
カ
メ
ラ
や
ビ
デ

開館より現在までにこの天文台で発見した小わ 

く星は55個を数える。その中で命名した主なも 

のとして、 

Kuma(久万) Z.Itami(伊丹十三) 

K.Tamakasuga(玉春日)H.Fujioka(藤岡弘) 

などがある。(他はプラネタリウムのロビーに写 

真とともに展示している。) 

利用案内(ふるさと村入口に提示)

星天城 開館時間10:00-17:00

(平日は13 :00へ17 : 00)

プラネタリウム

投影開始時間(所要時間 約40分)定員 40名

士・日・祝⇒11:00 13:00 15:00

平 日⇒ 13:00 15:00

☆平日(13:00)の回は団体予約優先

天文台 開館日及び時間 火・木・土曜日

19 :00-22 :00 (季節によって変化あり)

☆完全予約制(3ヶ月前から申込み)

〔料金〕プラネタリウム・天文台共

大人 高・大学生 幼・小・中学生

500円 400円 300円

〔☆休館日 毎週月曜日 及び祝・祭日の翌日〕

オ
に
よ
っ
て
撮
影
も
可
能
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
電
子
冷
却
式
の
C
D
カ
メ
ラ
を
装
着
し
て
、
大
変
暗
い
星
を
観
察
す
る

こ
と
も
で
き
、
研
究
用
と
し
て
も
充
分
な
能
力
を
備
え
て
い
る
。

○

そ

の

他

天
文
台
に
は
、
中
型
の
望
遠
鏡
を
納
め
た
ス
ラ
イ
デ
ン
グ
ル
ー
フ
式
の
観
測
棟
を

二
棟
併
設
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
口
径
二
八
㌢
㍍
、
二
〇
㌢
㍍
の
望
遠
鏡
が
備
え

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
体
観
測
が
深
夜
ま
で
行
わ
れ
る
場
合
に
休
息
し
た
り
、

仮
眠
を
と
る
た
め
の
施
設
と
し
て
仮
眠
棟
も
併
設
し
て
い
る
。
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一
建
築
の
経
緯

町
で
は
、
幼
児
か
ら
老
人
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
で
生
涯
学
習
活
動
が
盛
ん
に
進

め
ら
れ
て
き
た
。
近
年
、
生
活
様
式
お
よ
び
学
習
要
求
の
多
様
化
等
、
住
民
ニ
ー
ズ

の
高
度
化
に
対
応
す
る
施
設
と
し
て
新
し
い
図
書
館
建
設
の
要
望
が
高
ま
っ
た
。
ま

た
、
現
在
の
町
民
館
内
に
あ
る
図
書
館
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
、
高
度
情
報
化
社
会

に
対
応
し
た
A
V
機
器
等
の
設
備
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
若
者
に
よ
る
図
書

館
の
活
用
・
定
住
の
促
進
・
地
域
活
性
化
の
た
め
、
平
成
九
年
七
月
、
国
道
三
三
号

線
沿
い
に
、
地
場
産
業
で
あ
る
木
材
の
利
点
を
活
か
し
た
木
造
図
書
館
が
建
設
さ
れ

た
。

二

施
設
・
設
備
の
概
要

施設概要

木造瓦茸 999.51壷 

駐車場11台収容 

収蔵能力 約72,200冊 

:三三三二:三 

総事業費 582,230千円 

施
設
・
設
備
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
や

A
V
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
幼
児
・
児
童
向
け

の
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
・
朗
読
室
等
を
整
備
し
て
い

る
。
ま
た
、
管
内
は
冷
房
装
置
を
置
か
ず
、
夏
期
は

久
万
高
原
の
涼
し
さ
を
生
か
し
て
、
天
井
を
高
く
、

窓
を
大
き
く
し
、
冬
期
は
全
館
を
床
暖
房
に
し
て
、

利
用
者
は
下
足
を
脱
い
で
入
館
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

第
六
章

久
万
町
立
図
書
館



第
六
編

教

育

収
集
資
料
に
つ
い
て
も
久
万
町
ら
し
く
林
業
関
係
資
料
の
ほ
か
、
郷
土
資
料
・
児

童
書
を
重
点
的
に
収
集
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

駐
車
場
よ
り
玄
関
ま
で
は
車
道
・
広
い
階
段
の
ほ
か
に
身
障
者
の
車
椅
子
や
老
人

が
利
用
で
き
る
長
い
ス
ロ
ー
プ
の
通
路
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

三

蔵
書
・
活
動
内
容

活動内 容

開館時間 火一日曜日 9:30-18時

休館 日 毎週月曜日及び第3日曜日

祝日・月末整理日・年末年始

特別整理期間

16,237人 4,225点

(機器利用を含む)

19,027人 53 ,612点

18,872人 51,竹1点

17,561人 49,他1点

17,876人 51,815点

1 7,443人 51 ,668点

1 5,252人 43 ,309点

(16年l月現在)

利用者数

平成9年度
(8月より)

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

移動図書館(やまびこ)

月5回巡回 

第l木曜日 直瀬地域 

第謹言竺器)諾紫崖 
第4木曜日 畑野川地域 

第5木曜日 明神地域 

そ の 他

平成10年5月、社団法人照 

明学会(坂田眞会長)より、 

館内外の照明施設について 

照明普及賞(優秀施設貸) 

を受ける。 
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